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『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

新
出
の
対
校
テ
キ
ス
ト
・
引
用
経
論
・
参
照
経
論
及
ぴ
略
称
表

前
回
（
紀
要
第
三
十
一
輯
）
で
は
「
義
記
」
の
最
初
の
「
序
分
」
「
教
起
所
因
」

「
諸
蔵
諸
摂
」
ま
で
を
取
り
上
げ
て
、
書
き
下
し
に
頭
注
と
補
注
を
加
え
て
発
表

し
た
。
今
回
は
当
然
そ
れ
に
続
く
「
顕
教
分
斉
」
等
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
そ
の
過
程
で
、
ま
ず
「
起
信
論
」
の
本
文
を
法
蔵
が
ど
う
解
釈
し
て

い
る
か
を
知
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
、
研
究
は
「
随
文
解
釈
」
を
読
み
通
す
こ
と
に

努
力
を
傾
け
た
。
そ
の
た
め
「
顕
教
分
斉
」
等
は
補
注
が
い
く
つ
か
完
成
し
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
補
注
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今
年
度
の
紀
要
に

掲
載
す
る
に
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
順
序
は
不
同
に
な
る
が
、
一
応
頭
注
と
補

注
を
完
了
し
た
部
分
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
い
ず
れ
全
体
を
一
冊
に
ま
と
め

て
刊
行
し
、
そ
の
際
に
前
後
の
関
係
な
ど
の
調
整
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

貴
重
な
古
写
本
の
閲
覧
利
用
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
栂
尾
高
山
寺
、
仏

教
大
学
図
書
館
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
研
究
会
で
は
博
士
後
期
課
程

の
大
井
和
也
君
に
は
資
料
の
整
理
や
注
の
作
製
、
原
稿
の
入
力
に
わ
た
っ
て
、
ま

た
前
期
課
程
の
位
田
佳
永
さ
ん
に
は
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
整
理
、
原
稿
の
入
力
等
に

多
大
の
助
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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義
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大
正
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三

起
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論
疏
（
新
羅
・
元
暁
撰
）
大
正
Na
一
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四
四

韓
国
仏
教
全
書

平
川
彰
『
大
乗
起
信
論
」
（
仏
典
講
座
二
二
）
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
三
年
。

竹
村
牧
男
「
大
乗
起
信
論
読
釈
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
五
年
。

鈴
木
学
術
財
団
編
『
漢
訳
対
照
梵
和
大
辞
典
』
新
装
版
、
講
談
社
、
一
九
八

六
年
。
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研
究
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究
所
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要
』
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三
十
一
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九
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八
年
三
月
、
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ー

1
七
八
頁
。
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論
に
し
て
経
に
異
な
る
を
簡
ぶ
の
辞
こ
の

注
釈
に
よ
っ
て
．
「
論
じ
て
日
く
」
を
「
論
に

日
く
」
と
取
る
解
釈
も
あ
る
が
、
も
し
そ
う

で
あ
れ
ば
、
何
か
の
論
嘗
の
引
用
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
、
こ
の
読
み
を
採
ら
な
い
。

義
大
の
中
に
約
し
て
三
宝
の
不
壊
な
る
を
信

ず
義
大
は
三
大
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

「
大
」
は
、
あ
く
ま
で
も
大
乗
の
大
で
あ
る
か

ら
、
「
乗
」
を
含
め
た
「
大
乗
の
語
義
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
「
三
宝
の
不
壊
」
は
原
理
的
に

は
「
大
」
の
解
釈
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
は
「
乗
」
の
説
明
で
あ
る
「
諸
仏
本
所
乗
」

「
菩
薩
皆
乗
比
法
到
如
来
地
」
に
明
示
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

信

根

信

根
(
§
r
a
d
d
h
e
n
d
r
i
y
a
)

は
「
大
乗
起

信
」
の
信
に
当
た
る
。
伝
統
的
教
義
で
は
、

信
、
勤
、
念
、
定
、
憩
の
五
無
漏
根
の
第
一

根
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
信
根
を
菩
薩
の
十
位

か
ら
十
住
へ
の
過
程
と
結
ぴ
つ
け
て
解
釈

し
、
信
か
ら
住
の
位
に
入
る
こ
と
は
、
「
根
」

が
成
立
し
て
「
不
退
」
と
な
る
。
即
ち
菩
薩
の

位
に
入
る
こ
と
だ
と
す
る
。
根
、
十
信
、
不

退
に
つ
い
て
は
I
l
l
頁
補
注
（
三
）
参
照
。

①
二
11-
【
版
、
偲
】

②
標
11
標
【
慶
】

③
〔
也
〕
ー
【
高
、
聴
】

④
住
11
位
【
聴
】

二
義
。

決
定
。
約
生
滅
門
。
信
業
用
不
亡
。
約

者
。
維
法
功
能
。
謂
約
慎
如
門
。
信
理

一
心
二
門
三
大
之

法
。
即
所
説
法
骰
也
。
能
起
大
乗
信

即
ち
所
説
の
法
の
体
な
り
。
能
く
大
乗
の
信
を
起
こ
す
と
は
、
法
の
功

有
り
と
は
、
総
じ
て
法
と
義
と
を
挙
ぐ
。

一
心
・
ニ
門
・
三
大
の
法
は

之
義
有
其
勝
用
。
是
故
應
説
者
。
起
説

説
。
二
説
有
五
分
下
正
陳
所
説
。

論
曰
。
有
法
能
起
摩
詞
術
信
根
゜

是
故
應
説
。

前
中
論
曰
者
。
簡
論
異
経
之
辟
也
。

＊
 

有
法
能
起
等
者
。
標
益
也
。
即
顕
所
説

也
。
顕
能
詮
之
教
義
要
須
起
也
。
有
法

者
。
線
畢
法
義
。

義
大
中
。
信
三
賓
不
壊
。
此
中
信
根

④
 

者
。
謂
信
滴
入
住
。
成
根
不
退
。
根
有

一
能
持
義
。
謂
自
分
不
失
。
ニ

正
宗
分
〕

第
二
に
正
宗
の
中
に
二
有
り
。
先
に
益
を
標
し
て
説
を
起
こ
し
、
ニ

論
じ
て
日
く
、
法
有
り
、
能
＜
摩
詞
術
の
信
根
を
起
こ
す
。
是

248b25-

の
故
に
応
に
説
く
べ
し
。

前
の
中
に
論
じ
て
日
く
と
は
、
論
に
し
て
経
に
異
な
る
を
簡
ぶ
の
辞

（こ

な
り
。
法
有
り
、
能
く
起
こ
す
等
と
は
益
を
標
す
。
即
ち
所
説
の
義
に
⑱2

 

其
の
勝
用
有
る
を
顕
わ
す
。
是
の
故
に
応
に
説
く
べ
し
と
は
説
を
起
こ

（二）

す
な
り
。
能
詮
の
教
義
の
要
ず
起
こ
す
べ
き
こ
と
を
顕
わ
す
な
り
。
法

能
を
弁
ず
。
謂
く
、
真
如
門
に
約
し
て
理
の
決
定
を
信
じ
、
生
滅
門
に

約
し
て
業
用
の
亡
ぜ
ざ
る
を
信
じ
、
義
大
の
中
に
約
し
て
三
宝
の
壊
せ

＊
 

ざ
る
を
信
ず
。
此
の
中
に
信
根
と
は
、
信
満
じ
て
住
に
入
り
、
根
を
成

（

三

）

（

四

）

じ
て
退
せ
ざ
る
を
謂
う
。
根
に
二
義
有
り
。
一
に
は
能
持
の
義
、
自
分
を

失
せ
ざ
る
を
謂
う
。
二
に
は
生
後
の
義
、
勝
進
上
求
す
る
を
謂
う
。
又

に
説
く
に
五
分
有
り
よ
り
下
は
正
し
く
所
説
を
陳
ぶ
。

①

②

 

第
二
。
正
宗
之
中
有
―
-
。
先
標
益
起

〔第

〔
序
説
〕



（
一
）
こ
の
命
題
に
は
二
通
り
の
読
み
方
が
考
え
ら
れ
る
。
も
う
―
つ
の
読
み
方
は
「
法
の

能
＜
摩
詞
術
の
信
根
を
起
こ
す
有
り
」
で
あ
る
。
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
感
じ

ら
れ
る
が
、
結
局
は
同
じ
意
味
と
な
る
と
も
い
え
る
。
詳
し
く
は
、
武
邑
尚
邦
『
大
乗

起
信
論
講
読
』
（
百
華
苑
、
一
九
五
九
年
、
一
五
ー
一
六
頁
）
、
川
崎
幸
夫
「
『
大
乗
起
信

論
j

ー
ー
造
論
の
因
縁
」
（
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
j

第
二
十
六
輯
、
一
九
九

三
年
＿
二
月
、
九
一

1
1
0
0
頁
）
を
参
照
。
次
に
法
蔵
は
「
法
有
り
と
は
」
（
有
法
者
）
と

有
法
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
注
釈
を
加
え
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
こ
こ
で
採
用
し
た
読

み
方
、
「
法
有
り
、
能
＜
摩
詞
術
の
信
根
を
起
こ
す
」
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
二
）
こ
こ
で
は
能
詮
の
教
義
と
い
う
が
、
教
義
は
原
則
的
に
は
能
詮
の
教
と
所
詮
の
義
と

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
教
義
は
法
蔵
の
『
五
教
章
』
が
又
の
名
を
『
一
乗
教
義
分
斉
章
』
と

呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
彼
の
華
厳
教
学
の
中
で
は
比
較
的
重
要
な
術

語
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
五
教
章
』
の
書
名
を
法
蔵
は
『
一
乗
教
分
記
』
と
呼
ん
で

い
た
よ
う
で
あ
り
、
『
教
義
分
斉
章
』
と
い
、
ユ
晋
名
は
澄
観
、
宗
密
な
ど
の
見
解
を
受
け

た
呼
称
で
あ
る
（
鎌
田
茂
雄
『
華
厳
五
教
章
』
（
仏
典
講
座
二
八
）
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七

九
年
、
二
四
頁
以
下
）
か
ら
、
法
蔵
も
「
教
分
」
を
「
教
義
分
斉
」
の
省
略
と
し
て
用
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
む
し
ろ
「
教
分
」
を
後
の
澄
観
な
ど
が
「
五
教
章
』
自

身
に
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
教
義
分
斉
」
と
解
釈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
五
教

章
』
は
十
章
(
+
門
）
か
ら
な
り
、
そ
の
第
二
章
の
「
教
義
摂
益
」
の
前
半
で
「
教
義
分
斉
」

を
論
じ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
五
教
章
」
は
第
一
章
「
建
立
乗
」
の
冒
頭
で
示
す
よ
う
に
三

乗
の
他
に
一
乗
を
建
立
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
「
一
乗
教
義
の
分
斉
」
が
全
体
の
主

題
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

所
詮
の
義
の
中
で
真
実
在
は
、
一
乗
の
義
だ
け
で
あ
っ
て
、
三
乗
の
所
詮
の
義
は
、

一
乗
の
視
座
で
見
れ
ば
、
真
実
在
で
は
な
い
。
法
蔵
は
、
「
五
教
章
』
の
第
一
章
の
「
分

相
門
」
で
別
教
一
乗
と
三
乗
の
相
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
＋
門
に
分
け
て
論

じ
て
い
る
が
、
そ
の
第
二
門
の
「
教
義
差
別
」
で
は
専
ら
一
一
一
乗
の
中
の
菩
薩
乗
と
一
乗
と

の
義
の
区
別
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
教
と
義
と
い
う
よ
り
も
「
教
の
義
」
と
い

う
べ
き
で
あ
り
、
菩
薩
乗
の
義
は
真
実
在
で
な
い
（
非
実
）
か
ら
「
但
だ
そ
の
名
の
み
有

る
」
だ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
教
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
能
詮
の
教
に
含
ま
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
教
義
開
合
」
に
詳
し
い
。
菩
薩
乗
は
、
五
教
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

い
え
ば
、
大
乗
教
で
あ
ろ
う
。
『
起
信
論
」
は
法
蔵
の
華
厳
教
学
で
は
大
乗
終
教
で
あ
る

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

か
ら
、
彼
の
立
場
で
は
「
起
信
論
』
の
教
と
義
と
は
共
に
能
詮
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

或
い
は
、
こ
の
箇
所
で
は
そ
う
い
う
深
入
り
を
し
な
い
で
、
た
だ
「
法
有
り
」
の
法
を

「
一
心
・
ニ
門
・
三
大
の
法
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
一
心
・
ニ
門
は
「
立
義
分
」
に
説
く
大

乗
の
「
法
」
で
あ
り
、
三
大
は
大
乗
の
「
義
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に

「
総
じ
て
法
と
義
と
を
挙
」
げ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
箇
所
の
教
義
は
法
義
を
所

詮
と
す
る
能
詮
の
教
義
即
ち
能
詮
と
し
て
の
一
心
・
ニ
門
と
三
大
と
い
う
こ
と
と
取
る

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）
根
(i
且
riya)

の
教
義
的
語
源
解
釈
は
『
倶
舎
論
」
に
よ
れ
ば
、
「
力
が
あ
る
(indati)

の
で
根
で
あ
る
」

(
A
K
B
h
.
p
.
3
8
)

で
あ
る
。
信
根
等
は
清
浄
に
対
し
て
力
が
勝
れ
て

い
る
か
ら
、
或
い
は
、
清
浄
の
資
糧
(saqibharal).a)
や
還
滅
(nivrtti)
の
所
依
(atraya)

で
あ
る
か
ら
、
根
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
法
蔵
は
、
こ
の
箇
所
で

根
に
、
①
能
持
と
、
②
生
後
〔
後
（
の
位
）
を
生
じ
る
〕
と
い
う
二
義
が
あ
る
と
い
う
。

彼
は
、
「
探
玄
記
』
（
大
正
三
五
、
四
三
二
上
）
で
も
、
「
四
に
十
根
有
り
と
は
、
前
心

満
つ
る
に
由
り
て
法
器
と
為
る
に
堪
え
、
能
く
出
生
す
る
が
故
に
根
と
名
づ
く
」
と
根

を
定
義
し
て
い
る
。
前
半
は
「
能
持
」
、
「
能
出
生
」
は
「
生
後
」
に
相
当
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
根
を
こ
の
二
義
で
理
解
す
る
の
は
彼
の
独
自
の
見
解
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
種
の
力
は
indriya
の
強
い
力
を
二
点
に
特
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
よ
う
に
特
定
し
た
の
は
、
法
蔵
が
i
n
d
r
i
y
a
の
根
を
、
樹
木
の
根

(m臣
la)

と
同
一

視
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
冠
導
本
の
巻
上
三
十
三
丁
の
冠
注
（
ヲ
）
で
は
、
根

を
樹
木
の
根
に
喩
え
、
「
樹
の
根
を
成
ず
れ
ば
、
則
ち
暴
風
と
為
る
と
雖
も
倒
れ
ざ
る

が
如
く
、
信
満
不
退
も
亦
復
た
然
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
樹
の
根
が
あ
れ

ば
、
樹
は
或
る
場
所
に
定
着
し
て
不
動
で
不
倒
で
あ
る
よ
う
に
、
信
根
の
根
も
或
る
位

に
定
住
し
て
不
退
で
あ
る
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
樹
木
の
根
が
新
し
い
芽
を
育
て
成

長
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
よ
り
高
い
位
を
も
た
ら
す
「
生
後
」
の
比
喩
と
し
て
も
適
切

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
単
に
比
喩
と
い
う
の
で
は
な
い
。
「
起
信
論
j

の
こ
の
箇
所
に
続
く
「
因

緑
分
」
の
第
三
と
第
四
の
因
縁
で
は
、
当
機
の
衆
生
を
「
善
根
の
成
熟
せ
る
」
者
と
「
善

根
微
少
な
る
」
者
と
す
る
が
、
法
蔵
は
「
善
根
成
熟
」
を
「
自
分
を
満
足
し
て
、
十
住

に
入
る
」
こ
と
、
即
ち
信
根
が
成
立
す
る
こ
と
と
取
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
善
根

(113
頁
に
続
く
）



理
を
見
て
信
を
成
ず
る
等
本
稿
J
頁
13
行

の
「
真
如
門
に
約
し
て
理
の
決
定
を
信
じ
、

生
滅
門
に
約
し
て
業
用
の
亡
ぜ
ざ
る
を
信

じ
、
義
大
の
中
に
約
し
て
三
宝
の
壊
せ
ざ
る

を
信
ず
」
の
省
略
。

分
真
諦
訳
と
さ
れ
る
諸
経
論
の
内
、
現
存

す
る
も
の
の
中
で
文
章
の
区
切
り
を
示
す
章

題
に
「
分
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
『
大

乗
起
信
論
」
を
始
め
と
し
て
「
大
宗
地
玄
文

本
論
」
、
「
仏
性
論
」
、
「
選
教
経
論
」
の
計
四

つ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
偽
撰
の
疑
い
が
あ

る
点
で
注
意
を
要
す
る
。
ち
な
み
に
、
真
諦

訳
の
「
摂
論
釈
」
は
章
題
に
「
品
」
と
「
章
」

を
用
い
て
い
る
が
、
玄
契
訳
で
は
「
品
」
の

代
わ
り
に
「
分
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

物
衆
生
の
こ
と
。

①
二
11-
【龍】

②
成
11
生
【
旭
】

③
非
11
罪
【
聴
】

④
因
11
恩
（
上
欄
書
込
み
・
思
イ
）
【
高
】

＊
 

二
由
致
既
興
。
次
略
標
絹
要
。
令
物

一
に
は
解
釈
分
、

を
生
ぜ
し
む
。
故
に
立
義
分
と
名
づ
く
。

ニ
に
は
立
義
分
、

為
分
。

由
。
名
為
因
縁
。
章
別
餘
段
。
故
稲

列
名
中
。

生
後
義
。
謂
勝
進
上
求
。
又
根
信
相

等
。
三
亦
信
亦
根
。
謂
此
中
所
辮
見
理

②

@

 

成
信
等
。
四
非
信
非
根
。
謂
所
餘
法
。

④
 

論
主
因
見
此
益
。
是
故
要
須
起
説
。

此
論
上
来
大
乗
起
信
。
是
故
應
説
是

論
也
。
題
目
依
此
而
立
。

敷
。
二
列
名
。
三
緋
相
。

説
有
五
分
。
云
何
為
五
゜

一
者
因
縁
分
。

一
言
不
自
起
。
製
必
有

二
者
立
義
分
。

生
信
。
故
名
立
義
分
。

三
者
解
糧
分
。

第
二
に
、
正
し
く
所
説
を
陳
ぶ
。
中
に
於
て
三
有
り
。
先
に
標
数
、

列
名
の
中
、

ば
、
名
づ
け
て
因
縁
と
為
す
。
章
に
余
段
を
別
か
つ
が
故
に
、
称
し
て

分
と
為
す
。

＊
 

ニ
に
由
致
既
に
興
れ
ば
、
次
に
略
し
て
網
要
を
標
し
、
物
を
し
て
信

一
に
言
は
自
ら
起
こ
ら
ず
、
製
す
る
に
必
ず
由
有
れ

一
に
は
因
縁
分
、

説
く
に
五
分
有
り
。
云
何
が
五
と
為
す
。

ニ
に
は
列
名
、
三
に
は
弁
相
な
り
。

第
二
正
陳
所
説
。
於
中
有
三
。
先
標

べ
き
な
り
。
題
目
此
に
依
り
て
立
つ
。

此
の
論
は
上
来
の
大
乗
起
信
な
り
。
是
の
故
に
応
に
是
の
論
を
説
く

封
。
影
成
四
句
。

①
 

他
言
信
。
二
是
根
非
信
。
謂
餘
慧
根

一
有
信
蘊
唸
謂
随

（こ

た
根
と
信
と
相
対
し
て
影
じ
て
四
句
を
成
ず
。
一
に
は
信
有
り
て
根
無

(=n 

き
、
他
の
言
に
随
い
て
信
ず
る
を
謂
う
。
二
に
は
是
れ
根
に
し
て
信
に

非
ず
、
余
の
慧
根
等
を
謂
う
。
三
に
は
亦
た
信
に
し
て
亦
た
根
、
此
の

中
に
弁
ず
る
所
の
、
理
を
見
て
信
を
成
ず
る
等
を
謂
う
。
四
に
は
信
に

非
ず
根
に
非
ず
、
所
余
の
法
を
謂
う
。
論
主
は
此
の
益
を
見
る
に
因
り
、

是
の
故
に
要
ず
須
く
説
を
起
こ
す
べ
し
。

四



(111
頁
の
続
き
）

を
信
根
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
善
根

(kusalamiila)
は
、
善
い
報
い
を
も

た
ら
す
善
い
行
い
を
樹
の
根
に
喩
え
た
表
現
で
あ
る
か
ら
、
法
蔵
は
信
根
の
根
も

indriya
で
な
く
、

miila(
樹
根
）
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
四
）
法
蔵
は
、
こ
の
箇
所
で
根
の
「
能
持
」
の
意
味
を
「
自
分
を
失
せ
ず
」
、
「
生
後
」
の

意
味
を
「
勝
進
上
求
」
す
る
こ
と
と
、
自
分
と
勝
進
分
と
い
う
彼
の
好
ん
で
用
い
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
解
説
し
て
い
る
。
「
自
分
」
と
い
う
の
は
、
自
己
の
分
際
の
こ
と
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
或
る
修
行
者
が
修
行
道
の
或
る
階
梯
に
あ
る
と
き
、
そ
の
段
階
や
修
行

が
そ
の
修
行
者
に
と
っ
て
「
自
分
」
で
あ
り
、
次
の
さ
ら
に
高
い
位
に
進
み
、
そ
の
高

い
修
行
を
行
う
こ
と
を
勝
進
分
と
い
う
。
『
探
玄
記
』
（
大
正
三
五
、
一
三
三
中
）
で
は
、

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
七
重
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
と
い
う
。

(
-
）
「
―
つ
の
行
の
生
と
熟
と
に
分
つ
。
」
或
る
修
行
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が

自
分
、
そ
の
修
行
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
が
勝
進
分
。

（
二
）
「
二
行
に
約
す
。
施
行
が
已
に
成
じ
て
後
に
戒
を
修
す
る
等
の
如
し
。
」
六

波
羅
蜜
の
修
行
等
の
場
合
、
例
え
ば
、
布
施
行
の
成
就
が
自
分
、
次
の
戒

の
修
行
が
勝
進
分
。

（
三
）
「
二
利
に
約
し
て
以
て
分
つ
。
」
自
利
行
が
自
分
、
利
他
行
が
勝
進
分
。

（
四
）
「
行
と
位
と
に
就
く
に
、
位
を
得
る
を
以
て
勝
進
と
な
す
。
」
菩
薩
の
位
に

達
し
て
い
な
い
十
信
等
の
修
行
の
段
階
が
自
分
、
菩
薩
の
位
を
得
た
段
階

が
勝
進
分
。

（
五
）
「
比
と
証
と
に
約
し
て
以
て
分
つ
。
」
比
観
の
段
階
を
自
分
、
証
悟
の
段
階

を
勝
進
分
。

（
六
）
「
二
位
に
約
す
。
謂
く
、
前
位
が
已
に
成
ず
る
を
自
分
と
為
し
、
後
位
に
趣

向
す
る
を
勝
進
と
為
す
。
」

（
七
）
「
因
と
果
に
就
く
に
、
因
成
ず
る
は
自
分
に
し
て
、
果
に
入
る
は
勝
進
な

り。」

こ
こ
で
論
じ
て
い
る
能
持
、
即
ち
不
失
自
分
と
生
後
の
勝
進
上
求
は
、
通
じ
て
こ
の

七
重
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
智
懺
や
法
蔵
が
用
い
て
い
る
「
自
分
」
の
語
を
イ
ン
ド
の
仏
典
や
中
国
の
古

典
に
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
中
国
仏
教
に
お
け
る
造
語
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る。

r
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

五

(112
頁
の
補
注
）

（
一
）
第
一
句
の
信
の
み
の
信
と
、
こ
の
第
三
句
の
「
信
で
も
あ
り
根
で
も
あ
る
」
信
根
と
の

相
違
は
、
『
探
玄
記
』
の
「
有
根
信
」
の
法
蔵
の
解
釈
の
中
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。

信
は
慧
よ
り
起
る
。
涅
槃
に
云
く
「
聞
思
よ
り
生
ず
る
な
り
」
と
。
又
、
慧
を
有
す

る
の
信
を
〈
有
根
〉
と
名
づ
く
。
慧
無
く
し
て
而
も
信
ず
る
時
は
無
明
を
長
じ
、
信

無
く
し
て
而
も
慧
の
み
な
る
時
は
邪
見
を
長
じ
、
信
と
慧
と
を
具
足
す
る
と
き
方

に
法
に
入
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
故
に
梁
の
摂
論
第
十
一
に
云
く
、
菩
薩
は
自
証

施
に
由
る
が
故
に
施
を
行
じ
、
他
を
信
ず
る
に
由
る
が
故
に
施
を
行
ず
る
に
は
不

ず
。
薗
の
信
は
根
有
る
が
故
に
信
を
成
じ
、
後
の
信
は
根
無
き
が
故
に
信
を
成
ぜ

ざ
る
な
り
。
（
大
正
三
五
、
二
三
三
上
＼
中
）

こ
の
よ
う
に
法
蔵
は
、
信
と
の
関
連
で
は
根
を
慧
と
理
解
し
、
そ
の
慧
と
信
と
が
他

方
を
欠
い
た
と
き
は
、
ど
ち
ら
も
悟
り
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
悟
り
（
入
法
）
は
、
慧

と
信
の
相
互
依
存
で
あ
る
縁
起
に
お
い
て
の
み
実
現
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
引
用
文
の
後
半
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
は
こ
の
思
想
を
真
諦
訳
の
『
摂
論

釈
j

に
よ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
真
諦
訳
で
は
根
即
ち
自
証
の
な
い
他
を
信

じ
る
だ
け
の
信
即
ち
第
一
句
の
信
は
、
信
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
箇
所
で
『
起
信
論
』
の
著
述
の
目
的
は
、
人
々
が
こ
の
書
を
学
ん
で
「
理
を
見
て
信
を

成
ず
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
理
を
見
る
」
こ
と
が
「
根
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
二
）
原
始
仏
教
以
来
、
出
家
や
在
家
の
求
道
者
の
真
の
信
は
aparapratyaya
に
よ
っ
て
示

さ
れ
る
が
、
「
他
の
言
に
随
い
て
信
ず
る
」
は
そ
の
真
信
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
信
の
状

態
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
複
合
詞
の
中
の
pratyaya
は
、
縁
・
依
存
、

信
・
確
信
、
知
・
理
解
と
い
っ
た
意
味
を
持
つ
も
の
で
、

aparapratyaya
は
、
「
他
者

に
依
存
し
な
い
」
「
他
者
を
信
じ
な
い
」
「
他
者
か
ら
の
知
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
で

あ
ろ
う
。
従
っ
て
真
の
求
道
者
の
信
は
、
「
師
•
仏
の
教
え
の
下
に
い
て
、
他
者
に
依

存
し
な
い
、
ま
た
は
、
他
者
を
信
じ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、

P
目
a

（
他
者
）
は
異
教
の
師
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

a苫
rapratyaya
は
、
実
在
の
定
義
と
し
て
「
他
者
か
ら
の
知
で
な
い
」
自
内

証
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
湯
合
、
苫

mは
自
己
以
外
の
、
仏
を
含
め
た
他
者

を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
知
・
知
解
を
欠
い
た
信
、
即
ち
盲
目
的
に
、
或
い
は
寧

ろ
仏
を
自
明
の
権
威
と
し
て
認
め
て
、
仏
説
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
境
地
を
意
味
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
法
蔵
は
「
十
信
」
を
そ
の
よ
う
な
階
位
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。



①
繹
既
1
1
既
繹
【
高
】

弁
相
に
当
た
る
。
(112

略
す
あ
ら
ま
し
を
述
ぺ
る
と
い
う
よ
り
も
、

宗
要
や
要
略
（
か
な
め
）
を
示
す
と
い
う
意

味
で
あ
ろ
う
。
広
釈
に
対
す
。

其
れ
衆
生
を
指
す
。

是
れ
応
ぜ
ざ
る
所
な
り
こ
の
慣
用
句
は
浄

影
寺
慧
遠
の
「
大
乗
義
章
」
（
大
正
四
四
、
五

九
三
下
•
四
八
三
中
）
等
に
も
殿
々
見
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
の
用
例
か
ら
見
る
と
、
恐
ら
く

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
e
t
a
d
a
y
u
k
u
t
a
m
の
漢
訳

語
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
理
に
合
わ
な

い
」
「
妥
当
し
な
い
」
「
成
り
立
た
な
い
」
「
あ

り
得
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
解
と
行
と
に
は
必
然
的
な
因
果
関
係

が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
解
が
あ
れ
ば
必

ず
行
が
あ
る
と
い
う
因
果
の
必
然
性
に
「
合

わ
な
い
」
の
で
「
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
ど
う
し
て
解
が
あ
れ
ば

必
然
的
に
行
が
伴
う
か
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

行
儀
『
冠
導
本
」
は
修
行
儀
則
と
し
、
四
信

五
行
等
の
行
僕
と
注
記
す
る
。
た
だ
し
、
「
行

儀
」
と
い
う
漢
語
名
詞
は
先
秦
時
期
の
典
籍

に
は
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
本
仏

教
で
は
、
行
事
の
規
則
、
仏
事
の
仕
方
等
を

意
味
す
る
。

三
に
章
に
依
り
て
・
・
・

頁
10
行
目
参
照
）

段。
三
宗
要
既
略
。
次
宜
廣
繹
令
其
生

解
。
故
云
解
繹
分
。

五
者
勧
修
利
益
分
。

五
雖
示
行
儀
。
鈍
根
裾
慢
。
次
宜
畢

益
勧
修
。
故
有
勧
修
利
益
分
。

三
依
章
辮
相
中
。

繹
五
分
即
為
五

す。

分。

＊

＊

 

三
に
宗
要
既
に
略
す
れ
ば
、
次
に
宜
し
く
広
釈
し
て
、
其
れ
を
し
て

四
に
釈
し
て
既
に
解
を
生
ず
れ
ば
、
次
に
宜
し
く
解
に
依
り
て
行
を

起
こ
す
べ
し
。
解
有
り
て
行
無
き
は
、
是
れ
応
ぜ
ざ
る
所
な
り
。
故
に

修
行
信
心
分
有
り
。

五
に
は
勧
修
利
益
分
な
り
。

＊

（

一

）

五
に
行
儀
を
示
す
と
雖
も
鈍
根
は
惟
慢
す
れ
ば
、
次
に
宜
し
く
益
を

挙
げ
て
修
を
勧
む
べ
し
。
故
に
勧
修
利
益
分
有
り
。

＊
 三

に
章
に
依
り
て
相
を
弁
ず
る
中
、
五
分
を
釈
し
て
即
ち
五
段
と
為

解
無
行
。
是
所
不
應
。
故
有
修
行
信
心

四
者
修
行
信
心
分
。

①
 

四
繹
既
生
解
。
次
宜
依
解
起
行
。
有

四
に
は
修
行
信
心
分
、

解
を
生
ぜ
し
む
べ
し
。
故
に
解
釈
分
と
云
う
。

六



r
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

(
-
）
憬
慢
の
語
は
、
仏
教
で
は
解
慢
界
の
場
合
の
よ
う
に
、
「
怠
り
慢
心
す
る
」
の
意
味

で
あ
る
が
、
漢
語
で
は
「
慢
」
も
「
怠
る
」
で
、
悸
怠
と
同
義
。
『
起
信
論
』
の
「
勧

修
利
益
分
」
で
は
、
怯
弱
の
克
服
と
毀
謗
を
い
ま
し
め
て
い
て
、
「
解
慢
」
を
取
り
あ

げ
て
い
な
い
し
、
直
前
の
「
修
行
信
心
分
」
で
も
「
精
進
門
」
で
愕
怠
を
い
ま
し
め
る

の
は
当
然
と
し
て
、
「
止
観
門
」
で
も
「
心
に
解
怠
す
る
こ
と
無
か
れ
」
と
解
慢
の
克

服
が
止
観
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
説
く
が
、
表
面
上
は
鈍
根
の
解
慢
が
問
題
と
な
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
修
行
信
心
が
解
慢
の
克
服
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
全
体

を
貫
く
基
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
法
蔵
は
そ
れ
を
自
覚
的
に
取
り
あ
げ

た
の
で
あ
ろ
う
。

七



三
に
は
雛
、
四
に
は
通
難
は

121
頁
4
行
目

以
下
。
通
は
同
頁
7
行
以
下
。

兼
正
〔
「
義
記
研
究
」

19
頁
補
注
（
二
）
参

照
〕
か
し
こ
で
は
｀
兼
正
は
剋
性
と
対
応

し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
当
機
と
対
を
な
し

て
い
る
。
剋
性
は
経
・
律
・
論
の
三
蔵
と
い

う
三
種
の
言
教
の
所
詮
で
あ
る
定
・
戒
・
葱

と
い
う
各
々
の
「
性
」
だ
け
を
言
詮
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

今
の
場
合
は
、
「
性
」
に
相
当
す
る
の
は
衆

生
の
「
機
根
」
で
あ
る
。
「
総
」
は
衆
生
全

体
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
「
当
機
」

の
各
々
の
因
縁
を
も
兼
ね
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

①
通
＋
（
今
其
初
）
【
旭
】

②
（
第
一
）
＋
問
【
聴
】

③
（
第
二
）
＋
答
【
旭
】

④
継
11
認
【
慶
】
、
継
11
惣
【
聴
、
大
】

求
世
間
名
利
恭
敬
故
。

＊
 

辮
相
中
。
初
一
是
継
。
後
七
是

＊
 

別
。
所
以
爾
者
。
継
通
兼
正
。
別
為

¥
o
 

）
 

初
説
因
緑
分
。

繹
中
有
四
゜

①
 

難
。
四
通
。

②
 問

日
有
何
因
縁
而
造
此
論
。

③

④

 

答
中
有
三
。
謂
暴
敷
。
辮
相
°
練
結
。

二
答
。
―
―
―

答
日
是
因
縁
有
八
種
。
云
何
為

嘗
機
。
故
須
爾
也
。

一
者
因
縁
穂
相
。
所
謂
為
令
衆

生
離
一
切
苦
。
得
究
寛
柴
。
非

り
。

一
届

＊
 

初
中
二
。
先
標
後
繹
゜

恭
敬
と
を
求
む
る
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。

離
れ
、
究
寛
の
楽
を
得
し
め
ん
が
為
に
し
て
、
世
間
の
名
利
と

一
に
は
因
縁
総
相
な
り
。
謂
う
所
は
衆
生
を
し
て
一
切
の
苦
を

（一）

相
を
弁
ず
る
中
、
初
の
一
は
是
れ
総
、
後
の
七
は
是
れ
別
な
り
。
爾

＊

（

二

）

（

三

）

た

め

る
所
以
は
、
総
は
兼
正
に
通
じ
、
別
は
当
機
の
為
に
す
。
故
に
須
＜
爾

る
べ
き
な
り
。

す。
答
え
て
日
く
、
是
の
因
縁
に
八
種
有
り
。
云
何
が
八
と
為

答
の
中
に
三
有
り
。
謂
く
、
数
を
挙
げ
、
相
を
弁
じ
、
総
結
す
。

問
う
て
曰
く
、
何
の
因
縁
有
り
て
此
の
論
を
造
る
や
。

通
な
り
。

釈
の
中
に
四
有
り
。

初
に
因
縁
分
を
説
か
ん
。

a
 ，
 

4
 

2
 

＊
 

一
に
は
問
、
二
に
は
答
、
三
に
は
難
、
四
に
は

初
の
中
に
二
あ
り
。
先
に
標
、
後
に
釈
な
り
。

〔
一
、

因
縁
分
〕

八



(
-
）
因
縁
分
中
の
八
因
緑
の
第
一
が
総
論
で
あ
る
こ
と
は
、
『
起
信
論
』
自
身
が
「
一
者

因
緑
総
相
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
法
蔵
は
、
他
の
七
因
縁
を

別
相
と
し
、
そ
の
各
々
に
『
起
信
論
』
本
文
に
対
応
箇
所
を
指
摘
す
る
が
、
こ
の
解
釈

は
、
元
暁
の
『
海
東
疏
j

に
よ
っ
て
い
る
。

第
二
別
解
八
因
緑
中
。
初
一
是
継
相
因
。
後
七
是
別
相
因
。
…
中
略
…
此
下
七
種

是
其
別
因
。
唯
為
此
論
而
作
因
故
。
望
下
七
虞
作
別
縁
故
。
（
大
正
四
四
、
二
0

四
下
1
二
0
五
上
）

（
二
）
「
総
は
兼
正
に
通
じ
」
と
い
う
こ
と
は
、
裏
か
ら
い
え
ば
、
「
総
」
は
「
兼
正
」
と
同

じ
で
は
な
く
、
一
脈
相
通
ず
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
兼
正
」
に
つ
い
て

は
「
義
記
研
究
」
1
9
頁
補
注
（
二
）
で
取
り
上
げ
た
。
法
蔵
は
、
そ
の
該
当
箇
所
で
は

『
捜
玄
記
」
の
剋
性
門
と
兼
正
門
の
分
類
に
従
っ
て
論
じ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
「
兼

正
」
と
い
う
よ
り
も
「
本
末
」
「
寛
狭
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
た
。
し
か
し
、
法
蔵

は
「
兼
正
」
を
用
い
て
い
な
い
訳
で
は
な
く
、
帰
敬
偶
の
中
の
正
信
を
起
さ
せ
る
べ
き

所
為
の
「
衆
生
」
に
関
し
て
、
「
正
唯
為
不
定
緊
衆
生
[
中
略
]
兼
為
邪
定
作
速
因
緑

[
中
略
]
兼
為
正
定
具
増
妙
行
」
と
述
べ
て
、
正
が
不
定
緊
、
兼
が
邪
定
栗
と
正
定
棗

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
兼
正
は
「
兼
と
正
と
」
（
何
故
兼
が
先
か
は
明
ら
か

で
な
い
）
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
主
と
副
と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。

（
三
）
当
機
は
「
機
に
あ
た
る
者
」
の
こ
と
で
、
「
起
信
論
j

の
各
部
分
を
正
し
く
理
解
す

る
の
に
必
要
と
さ
れ
、
最
も
的
確
な
知
的
能
カ
・
機
根
に
相
当
す
る
者
で
、
剋
性
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
排
他
的
に
独
自
の
機
根
を
持
つ
。
「
起
信
論
j

の
八

種
の
造
論
の
因
縁
の
中
で
、
第
二
か
ら
第
七
ま
で
は
、
各
々
の
因
縁
の
内
容
か
ら
見

て
、
大
略
『
起
信
論
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
の
著
述
の
理
由
と
し
て
、
『
起
信
論
』
の

著
者
自
身
が
意
図
的
に
制
作
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
第
二
因
縁
以
下
を
法
蔵
は
彼
の
教
判
論
の
終
教
の
立
場
に
於
け
る
菩

薩
の
階
梯
と
順
に
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
上
位
の
階
位
の
修
行
者
の
た
め
の
理
由
か
ら
下

位
の
そ
れ
へ
と
配
当
し
て
い
る
。
法
蔵
が
『
五
教
章
j

で
展
開
し
て
い
る
終
教
の
立
場

そ
の
も
の
が
、
主
と
し
て
彼
の
『
起
信
論
』
解
釈
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
彼
に
と
っ
て
は
当
然
の
事
と
い
え
る
が
、
し
か
し
こ
の
解
釈

は
、
例
え
ば
、
第
二
因
縁
の
中
の
「
善
根
成
熟
衆
生
」
を
「
十
信
の
終
心
」
の
菩
薩
に

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

九

八因縁 菩薩の階位 因縁分の内容 起信論の対応個所

（十地）

十延向 如来根本之義 立義分

第二因縁 十行 正解 顕示正義

十住 不謬 解釈分 対治邪執

第三因縁
十信の終心（願 善根成熟／不

分別発趣道相
心） 退信

十信の住心（戒
心・護心・廻向

善根微少／修 四種信心と施律忍
第四因緑 心・不退心・定

心・慧心・精進
習信心 進の四門の修行

心・念心）
修行信

第五因縁
下 ホ方便消悪業 心分• 修行進門の末文
品 障

第六因緑 十信の初心
中

示修習止観 第五修行止観門
品

（信心） 上 修行信心分末の勧
第七因縁

品
示専念方便

生浄土

第八因縁 示利益勧修行 勧修利益分

限
定
す
る
な
ど
、
当
機
の
衆
生
の
点
で
は
原
文
に
忠
実
な
解
釈
と
い
え
な
い
。

極
端
に
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
『
起
信
論
j

の
各
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
当
機
の
衆
生

に
割
り
当
て
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
「
十
信
住
心
」
に
い
る
菩
薩
は
、
「
修
行

信
心
分
」
を
学
び
、
「
十
信
の
終
心
」
に
至
っ
て
「
分
別
発
趣
道
相
」
を
学
び
、
三
賢

位
に
な
っ
て
始
め
て
、
『
起
信
論
j

の
中
心
と
も
い
う
べ
き
「
顕
示
正
義
」
と
「
対
治

邪
執
」
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
論
を
後
か
ら
読
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
奇
妙
な
結
果
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
八
因
縁
と
そ
れ
に
対
応
す
る
菩
薩
の
階
位
、
衆
生
の
機
根
、
及
び
『
起

信
論
」
本
文
の
該
当
個
所
を
一
覧
す
れ
ば
、
次
の
通
り
に
な
る
。



次
頁
補
注
（
四
）
参

有
情
衆
生
の
こ
と
。

三
苦
苦
苦
、
壊
苦
、
行
苦
の
こ
と
。

二
死
分
段
生
死
と
不
思
議
変
易
生
死
の
こ

と
。
補
注
参
照
。

無
上
菩
提
無
上
正
等
覚
a
n
u
t
t
a
r
a
s
a
m
y
a
k,
 

sa111bodhi 0
 

大
涅
槃
大
般
涅
槃
mahiiparinirvii1_1a
0
 

其
れ
衆
生
を
指
す
。

論
主
自
ら
云
く
こ
の
因
縁
分
の
取
意
。

生
衆
生
の
こ
と
。

此
の
一
門
八
因
縁
の
中
の
第
一
の
因
縁
を

指
す
。

此
の
一
部
の
論
「
起
信
論
」
を
指
す
。

彼
の
文
の
中
・
・
・
「
起
信
論
」
「
顕
示
正
義
」
の

文
、
「
依
一
心
法
有
二
種
門
・
・
・
是
二
種
門
皆
各

継
摘
一
切
法
」
（
大
正
三
二
、
五
七
六
上
）
。

如
来
所
説
の
法
門
の
根
本
「
如
来
根
本
の

義
」
の
釈
。

110
頁
11
行
に
「
一
心
・
ニ
門
・

三
大
の
法
は
即
ち
所
説
の
法
の
体
な
り
」
と

い
う
。

始
本
始
覚
と
本
覚
を
指
す
が
、
「
起
信
論
」

に
は
こ
れ
ら
を
如
来
と
結
び
つ
け
る
説
明
は

な
い
。

転
法
輪
論
に
云
＜

照。①
離
11
雖
【
聴
】

②
生
1
1
主
【
旭
】

③
〔
也
〕
ー
【
聴
】

④
〔
於
〕
ー
【
高
、
続
】

⑤
〔
中
〕
ー
【
続
】

凰
1
1
若
【
高
】

名
日
如
来
。
故
轄
法
輪
論
云
。
員
諦

覺
名
如
。
始
覺
名
来
。
始
本
不
二
。

説
法
門
之
根
本
。
又
生
滅
門
中
。
本

菩
提
大
涅
槃
築
等
。
非
求
世
問
名
利
等

者
。
有
二
繹
゜

一
非
欲
令
其
求
於
後
世

人
天
利
築
等
故
。
二
論
主
自
云
。
我
為

②
 

益
生
。
故
造
斯
論
。
非
為
名
利
等
。
此

之
一
門
通
於
一
切
菩
薩
之
心
。
非
局
此

＊
 

論
。
故
云
穂
相
。
又
通
此
一
部
論
為
登

＊

③

 

起
之
由
。
故
云
因
縁
継
相
也
。

二
者
。
為
欲
解
程
如
来
根
本
之

義
。
令
諸
衆
生
正
解
不
謬
故
。

別
中
各
別
登
起
下
文
。
別
為
嘗
機

④

⑤

 

故
。
於
中
初
者
。
輿
下
立
義
分
及
解

繹
分
顕
示
正
義
封
治
邪
執
。
作
登
起

因
縁
。
以
彼
文
中
説
依
一
心
法
有
二

＠） 

種
門
。
各
播
一
切
法
。
即
是
如
来
所

苦
二
死
故
。
得
究
党
築
者
。
令
得
無
上

＊

①

 

総
中
離
一
切
苦
者
。
謂
令
有
情
離
―

正
解
し
て
謬
ら
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
な
り
。

総
の
中
に
一
切
の
苦
を
離
る
と
は
、
謂
く
、
有
情
を
し
て
三
苦
．

(

-

）

 

二
死
を
離
れ
し
む
る
が
故
な
り
。
究
意
の
楽
を
得
と
は
、
無
上
菩

提
・
大
涅
槃
の
楽
等
を
得
し
む
。
世
間
の
名
利
等
を
求
む
る
に
非
ず

（

二

）

＊

と
は
、
二
釈
有
り
。
一
に
は
、
其
れ
を
し
て
後
世
の
人
天
の
利
楽
等

を
求
め
し
め
ん
と
欲
す
る
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。
二
に
は
、
論
主
自

ら
云
く
、
我
れ
生
を
益
せ
ん
が
為
の
故
に
斯
の
論
を
造
る
と
。
名
利

等
の
為
に
は
非
ざ
る
な
り
。
此
の
一
門
は
一
切
の
菩
薩
の
心
に
通

か
ぎ

ず
。
此
の
論
に
局
る
に
非
ず
。
故
に
総
相
と
云
う
。
又
た
此
の
一
部

（三）

の
論
に
通
じ
て
発
起
の
由
を
為
す
。
故
に
因
縁
総
相
と
云
う
な
り
。

も
ろ
も
ろ

ニ
に
は
如
来
の
根
本
の
義
を
解
釈
し
て
、
諸
の
衆
生
を
し
て

別
の
中
に
は
各
別
に
下
の
文
を
発
起
す
。
別
し
て
当
機
の
為
に

す
る
が
故
な
り
。
中
に
於
て
、
初
に
は
、
下
の
立
義
分
と
及
び
解

た

め

な

釈
分
の
顕
示
正
義
・
対
治
邪
執
の
与
に
、
発
起
の
因
縁
を
作
す
。

貧
の
文
の
中
に
「
一
心
の
法
に
依
り
て
二
種
の
門
有
り
、
砧
f

の一

切
の
法
を
摂
す
」
と
説
く
を
以
て
な
り
。
即
ち
是
れ
如
来
所
説
の

法
門
の
根
本
な
り
。
又
た
生
滅
門
の
中
の
本
覚
を
如
と
名
づ
け
、

始
覚
を
来
と
名
づ
く
。
始
本
不
二
な
る
を
名
づ
け
て
如
来
ー
と
日

＊
 

う
。
故
に
転
法
輪
論
に
云
く
、
「
真
諦
を
如
と
名
づ
け
、
正
覚
を
来

1
0
 



（
一
）
二
死
は
分
段
死
と
不
思
議
変
易
死

(
a
c
i
n
t
y
a
p
a
r
i
n
晋
iki
cyuti)

と
で
あ
る
。
分
段

死
は
普
通
の
、
自
業
に
よ
っ
て
生
死
す
る
輪
廻
に
お
け
る
衆
生
の
死
で
あ
り
、
不
思
議

変
易
死
は
煩
悩
・
業
に
よ
る
輪
廻
を
解
脱
し
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
阿
羅
漠
、
独
覚
、

自
在
力
を
具
え
た
菩
薩
と
い
う
聖
者
達
の
死
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
者
の
死
が
問

題
に
な
っ
た
の
は
、
『
勝
霊
経
』
や
「
宝
性
論
j

に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏

と
の
質
的
相
違
を
自
覚
し
強
調
す
る
思
想
に
お
い
て
、
主
と
し
て
如
来
蔵
思
想
に
お
い

て
で
あ
る
。
如
来
蔵
思
想
は
「
如
来
の
性
起
」
を
根
本
命
題
と
す
る
。
し
か
も
、
一
切

衆
生
が
如
来
蔵
で
あ
る
か
ら
、
阿
羅
漢
も
独
覚
も
如
来
蔵
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

仏
に
な
る
道
に
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
阿
羅
漢
も
独
覚
も
「
究
党
の
楽
、
即

ち
無
上
菩
提
を
求
め
る
者
」
で
あ
る
。
『
勝
茎
経
」
が
「
会
三
帰
こ
を
主
題
と
し
て
、

寧
ろ
阿
羅
漢
・
独
覚
が
如
来
蔵
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
に
対
し
て
、
帰
一
し
た
一

乗
に
お
け
る
成
仏
を
説
く
「
宝
性
論
』
で
は
、
自
在
力
の
菩
薩
を
関
心
の
中
心
に
据
え

て
論
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
菩
薩
の
利
他
行
も
仏
へ
の
修
行
道
で
あ
り
、
願
生
も

輪
廻
転
生
で
あ
る
か
ら
往
相
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
が
、
「
不
住
涅

槃
」
と
い
う
積
極
的
な
菩
薩
の
あ
り
方
と
の
関
係
は
十
分
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
二
死
は
、
護
法
の
「
成
唯
識
論
」
巻
八
（
大
正
三
一
、
四
五
上
1
中
）
に
お
い

て
も
各
々
の
語
義
の
説
明
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
世
親
の
『
三
十
頌
j

の
原
意
を

示
し
て
い
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
恐
ら
く
護
法
は
、
「
結
生
相
統
」
・
「
有
情

相
統
」
の
問
題
の
中
に
、
「
不
思
議
変
易
生
死
」
を
も
読
み
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
分

段
生
死
を
「
諸
の
有
漏
の
善
と
不
善
と
の
業
が
煩
悩
障
の
縁
の
助
く
る
勢
力
に
由
り
て

感
ず
る
所
の
三
界
の
鹿
な
る
異
熟
果
を
謂
い
、
身
命
に
長
短
あ
り
、
因
縁
の
力
に
随
っ

て
定
ま
れ
る
斉
限
有
る
が
故
に
分
段
と
名
づ
く
」
と
し
、
不
思
議
変
易
生
死
を
「
諸
の

無
漏
の
有
分
別
の
業
が
所
知
障
の
縁
の
助
く
る
勢
力
に
由
り
て
感
ず
る
所
の
殊
勝
の
細

な
る
異
熟
果
を
謂
い
、
悲
願
の
力
に
由
り
て
身
命
を
改
転
し
て
定
ま
れ
る
斉
限
無
き
が

故
に
変
易
と
名
付
け
、
無
漏
の
定
願
に
正
し
く
資
感
ぜ
ら
れ
て
妙
用
測
り
難
け
れ
ば
不

思
議
と
名
づ
く
」
と
、
説
明
し
て
い
る
。

（
二
）
法
蔵
は
二
通
り
の
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
第
二
は
、
「
論
主
自
ら
云
わ
く
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
起
信
論
』
の
文
意
を
忠
実
に
敷
術
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
反
し
て
、
第
一
の
解
釈
は
、
「
起
信
論

j

の
原
意
と
は
異
な
っ
た
意
味
を
読
み
込

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
法
蔵
独
自
の
も
の
で
な
い
。
「
浄
影
疏

j

に
既
に
「
ニ

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

(121
頁
に
続
く
）

に
は
所
為
の
衆
生
。
我
が
所
説
の
法
は
世
間
の
恭
敬
を
求
む
る
こ
と
を
得
し
む
る
に

非
ず
。
唯
だ
心
に
無
上
菩
提
を
証
す
る
こ
と
を
求
め
し
む
」
（
大
正
四
四
、
一
七
七
下
）

と
注
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
浄
影
疏
』
は
世
間
の
恭
敬
と
無
上
菩

提
と
を
対
置
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
法
蔵
は
来
世
に
天
界
や
人
間
界
に
転
生
し
て

利
益
や
安
楽
を
得
る
こ
と
と
無
上
菩
提
の
楽
と
を
対
比
し
て
い
る
。
こ
の
対
応
の
方

が
適
切
で
あ
る
。

（
三
）
こ
の
総
相
は
、
『
起
信
論
』
著
述
の
理
由
の
中
で
、
論
全
体
を
貫
く
最
も
根
本
的
基
本

的
な
理
由
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
、
こ
の
理
由
を
二
重
の
意
味
で
理
解
す
べ
き
と
し
て
い

る
。
第
一
の
意
味
は
、
起
信
論
を
著
述
し
よ
う
と
願
っ
た
著
者
、
馬
嗚
菩
薩
の
利
他
の

慈
悲
心
に
限
る
の
で
な
く
、
す
べ
て
の
菩
薩
が
利
他
行
を
行
う
心
に
通
じ
る
一
般
的
な

特
徴
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
し
こ
の
解
釈
も
法
蔵
独
自
の
解
釈
で
な
く
、
「
海

東
疏
j

の
所
説
を
採
用
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

第
二
の
意
味
は
、
『
起
信
論
」
全
体
に
通
じ
る
造
論
の
理
由
で
あ
る
が
、
「
総
」
は
、

論
す
べ
て
の
部
分
を
含
ん
だ
全
体
と
い
う
よ
り
も
、
寧
ろ
「
起
信
論
j

に
一
貫
し
て
い

る
原
則
的
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
如
来
の
原
語
で
あ
る
tathagata
と
い
う
複
合
詞
は
、

tathii
(
知
）
と
iigata

(
来
た
）

ま
た
は
gata

(
去
っ
た
）
と
か
ら
な
り
、
イ
ン
ド
で
は
普
通
tathatii
vituddhimiigatii 

面
性
〈
真
如
〉
が
清
浄
に
来
た
]
(
「
荘
厳
経
論
j

九
・
三
七
）
と
か
、
yathii
d
h
a
r
m
i
i
n
習

tattva!Jl vyavasthita!Jl 
tathaiviivise~ato 

gatatviidbuddhatviit tathiigataJ:i 
[
諸
法
の

真
実
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
お
り
に
、
そ
の
と
お
り
に

(tathii)
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く

理
解
し
た

(gata)
、
即
ち
悟
っ
て
い
る
の
で
如
来
で
あ
る
o
]

（Pr.,p
.
4
3
2
,
 1
.
1
)

と
語

義
解
釈
し
て
い
る
。

法
蔵
は
こ
こ
で
生
滅
門
の
主
題
と
も
い
う
べ
き
本
覚
と
始
覚
を
用
い
て
、
教
義
に
基

づ
く
語
義
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
本
覚
は
生
滅
門
の
中
の
真
如
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
如

来
の
如
を
如
性
・
真
如
tathatii
と
と
る
。
来
を
「
始
覚
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
「
始

め
て
覚
る
」
こ
と
で
あ
る
か
ら
「
真
如
を
さ
と
る
」
と
解
釈
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
、

「
来
」
を
gata
で
理
解
し
た
こ
と
に
な
る
。
『
起
信
論
j

で
は
始
覚
を
「
本
覚
に
同
ず

る
」
こ
と
だ
と
い
う
の
で
、
真
如
に
至
っ
た

(iigata)
と
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
な
い

が
、
法
蔵
は
こ
の
解
釈
を
「
転
法
輪
経
憂
波
提
舎
j

に
よ
っ
て
い
る
と
し
、
「
真
諦
を



所
証
の
真
理
法
蔵
は
こ
こ
で
p
a
r
a
m
菩
h
a

（
勝
義
）
と
い
、

2
哭
p
詞
を
格
限
定
複
合
詞
と
す

る
解
釈
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
勝
義
を
そ
う
解
釈
す
れ
ば
、

p
a
r
a
m
a
s
y
a

j
臣
n
a
s
y
a
,
i.e. 
nirvikalpajiiiinasya arthal) 

即
ち
、
「
す
ぐ
れ
た
智
、
無
分
別
智
（
能
証
）

の
対
象
（
所
証
）
」
と
な
る
。
法
蔵
は
そ
の
対

象
を
如
来
の
「
如
」
、
無
分
別
智
を
如
来
の

「
来
」
だ
と
い
う
。

此
の
心

118頁
15
行
目
の
「
一
心
」
を
指

す
。
衆
生
心
の
こ
と
。
「
顕
示
正
義
」
冒
頭

の
「
一
心
の
法
」
の
一
心
で
も
あ
る
。

地
前
三
賢
の
勝
解
行
位
法
蔵
は
、
「
諸
の

衆
生
」
を
「
地
前
三
賢
」
の
菩
薩
に
限
定
し

て
い
る
。

地
前
三
賢
菩
薩
の
階
位
に
お
い
て
、
十
地

に
到
る
ま
で
の
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
三

階
位
を
い
う
。

勝
解
行
位

a
d
h
i
m
u
k
t
y
a
v
a
s
t
h
i
i
0
 

十
信
の
終
心
十
信
の
最
後
の
第
十
頴
心
。

自
分
こ
の
自
分
は
、
自
分
．
勝
進
分
の
七

重
の
意
味
の
第
四
に
当
た
る
。

1
1
3
頁
補
注

（
四
）
参
照
。

①
比
11
此
【
慶
、
鍛
】

②
此
（
ー
比
異
本
と
傍
注
に
あ
り
）
【
偲
】

③
熟
11
就
【
聴
】

④
（
心
）
＋
故
【
聴
】

⑤
輿
下
11
下
輿
【
慶
】

⑥
住
11
得
【
高
、
慶
】

住
位
11
得
住
【
大
、
日
】

⑦
熟
1
1
就
【
大
、
日
】

⑧
〔
故
〕
ー
【
大
、
日
】

作
因
縁
。
以
彼
文
中
令
利
根
者
登
決

⑥
 

定
心
。
進
趣
大
道
。
堪
任
不
退
住
位

名
為
如
来
。
此
即
所
證
箕
理
名
如
゜

能
證
無
分
別
智
名
来
。
諸
衆
生
未
有

根
本
之
義
。
文
中
具
繹
此
義
。
令
彼

①
 

地
前
三
賢
勝
解
行
位
諸
菩
薩
等
比
観

相
應
。
故
云
正
解
。
即
顕
示
正
義
文

R
 

是
也
。
此
観
離
倒
故
云
不
謬
。
即
封

治
邪
執
文
是
也
。

R
 

三
者
。
為
令
善
根
成
熟
衆
生
。
於

c
 

摩
詞
術
法
堪
任
不
退
信
故
。

⑤
 

第
二
者
。
輿
下
分
別
登
趣
道
相
而

故
。
此
営
十
信
終
心
。
自
分
満
足
。

⑦
 

故
云
善
根
成
熟
。
進
入
十
住
正
定
衆

⑧
 

中
。
使
前
信
心
堪
任
不
退
故
也
。

四
者
。
為
令
善
根
微
少
衆
生
。
修

如
来
依
此
心
成
故
。
名
此
心
為
如
来

無
分
別
智
時
。
是
如
無
来
也
。

今
以

名
如
。
正
覺
名
来
。
正
覺
慎
諦
故
。

四
に
は
善
根
の
微
少
な
る
衆
生
を
し
て
信
心
を
修
習
せ
し
め
ん

が
故
な
り
。

正
定
衆
の
中
に
入
り
、
前
の
信
心
を
し
て
堪
任
し
て
不
退
な
ら
し
む
る

な
り
。

は
倒
を
離
る
る
が
故
に
不
謬
と
云
う
。
即
ち
対
治
邪
執
の
文
是
れ

と
名
づ
く
。
正
し
く
真
諦
を
覚
す
る
が
故
に
、
名
づ
け
て
如
来
と

＊
 

為
す
」
と
。
此
れ
即
ち
所
証
の
真
理
を
如
と
名
づ
け
、
能
証
の
無

も
ろ
も
ろ

分
別
智
を
来
と
名
づ
く
。
諸
の
衆
生
に
し
て
未
だ
無
分
別
智
有

ら
ざ
る
時
は
、
是
れ
如
に
し
て
来
無
し
。
今
如
来
は
此
の
心
に
依

り
て
成
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
此
の
心
を
名
づ
け
て
如
来
の
根
本

の
義
と
為
す
。
文
の
中
に
具
さ
に
此
の
義
を
釈
す
。
彼
の
地
前
三

＊

も

ろ

も

ろ

（

こ

b

賢
の
勝
解
行
位
の
諸
の
菩
薩
等
を
し
て
比
観
と
相
応
せ
し
む
る
4
92
 

が
故
に
正
解
と
云
う
。
即
ち
顕
示
正
義
の
文
是
れ
な
り
。
此
の
観

三
に
は
善
根
の
成
熟
せ
る
衆
生
を
し
て
摩
詞
術
の
法
に
於
て
、

(

＝

-

）

（

三

）

堪
任
し
て
不
退
信
な
ら
し
め
ん
が
為
の
故
な
り
。

た
め

第
二
に
は
、
下
の
分
別
発
趣
道
相
の
与
に
因
縁
を
作
す
。
彼
の
文
の

中
に
、
利
根
の
者
を
し
て
決
定
の
心
を
発
し
、
大
道
に
進
趣
し
、
堪
任

し
て
不
退
住
の
位
な
ら
し
む
る
を
以
て
の
故
な
り
。
此
れ
十
信
の
終
心

に
当
た
り
、
自
分
に
満
足
す
。
故
に
善
根
成
熟
と
云
う
。
進
ん
で
十
住



(119
頁
の
続
き
）

如
と
名
づ
け
、
正
覚
を
来
と
名
づ
く
。
真
諦
を
正
覚
す
る
（
正
し
く
覚
す
る
）
が
故
に

名
づ
け
て
如
来
と
為
す
」
と
い
う
同
書
の
文
を
典
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
か
ら
「
来
」

を
「
悟
」

g
a
t
a
11 b
u
d
d
h
a
の
意
味
で
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
引
用
文
は

玉
城
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
論
で
如
来
の
語
義
説
明
を
し
て
い
る
次
の
部

分
の
取
意
で
あ
ろ
う
。

以
何
義
故
名
如
来
者
。
彼
義
今
説
。
如
賓
而
来
故
名
如
来
。
何
法
名
如
涅
槃
名
如
゜

衆
生
興
法
彼
二
不
如
。
如
世
尊
説
。
諸
比
丘
。
第
一
聖
諦
不
虚
妄
法
名
為
涅
槃
。

知
故
名
来
。
異
整
論
界
知
字
論
界
。
如
世
人
説
。
此
人
来
生
。
此
明
何
義
。
此
明

智
慧
具
足
。
来
義
如
是
。
涅
槃
名
如
。
知
解
名
束
。
正
覺
涅
槃
故
名
如
来
。
（
大

正
二
六
、
三
五
七
上
1
中）

こ
の
論
書
で
は
、
こ
の
よ
う
に
如
来
の
「
如
」
を
涅
槃
（
涅
槃
名
如
）
、
涅
槃
を
真
諦
．

勝
義
諦
（
第
一
聖
諦
）
と
し
、
「
来
」
を
知
（
知
故
如
来
）
と
か
、
知
解
（
知
解
名
来
）

と
解
釈
し
て
、
「
涅
槃
を
正
覚
す
る
が
故
に
如
来
と
名
づ
く
」
と
い
う
。
来
の
原
語
と

考
え
ら
れ
る
iigata
に
は
、
辞
書
で
見
る
限
り
「
知
る
」
「
悟
る
」
と
い
、

2
恵
味
は
明

確
に
は
認
め
に
く
い
が
、
そ
う
理
解
で
き
な
く
も
な
い
の
で
、
恐
ら
く
こ
の
論
書
で

は
、
甜
ata
を
gata
と
同
義
と
と
っ
て
、

tathiigata
を
tath
忌
m
a
g
a
t
a
l
}

「
真
如
を
さ

と
っ
た
も
の
」
と
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
の
論
書
は
右
に
引
用

し
た
文
末
に
「
或
い
は
如
去
と
名
づ
く
」
と
い
い
、
「
或
い
は
如
説
（
如
に
説
く
）
を

以
っ
て
の
故
に
如
去
」
と
い
う
の
だ
と
い
う
。
「
如
説
」
の
「
説
」
の
意
味
は
、
逆
に

去
gata
よ
り
も
む
し
ろ
iigata
の
意
味
で
あ
ろ
う

(cf.
agacchati B
H
S
D
)
か
ら
、
こ

の
方
が
「
如
来
」
と
な
ろ
う
。
「
如
去
」
の
第
二
の
解
釈
「
去
不
復
来
故
」
は
sugata

（
善
逝
、
よ
く
去
っ
た
者
）
の
意
味
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(120
頁
の
補
注
）

（
一
）
比
観
は
術
語
と
し
て
充
分
に
確
立
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
、
「
義

記
j

で
こ
の
語
を
三
賢
位
の
修
行
を
表
す
術
語
と
し
て
四
度
用
い
て
い
る
。
菩
薩
の
修

行
（
途
伽
行
）
は
三
昧
に
お
け
る
観
察
で
あ
る
が
、
「
義
記
j

の
注
釈
書
「
聴
集
記
』
巻
七
本

が
、
「
信
比
証
の
三
観
と
い
う
て
之
れ
有
る
也
」
（
仏
全
九
二
、
三
0
七
上
）
と
言
っ
て
い

る
よ
う
に
、
法
蔵
は
菩
薩
の
観
察
を
、
大
略
、
十
信
の
段
階
の
「
信
」
、
三
賢
位
の

「
比
」
、
十
地
の
菩
薩
の
「
証
」
（
少
分
）
、
仏
の
「
証
」
（
正
観
）
と
に
分
け
て
い
る
。
こ
の

信
、
比
、
証
に
よ
っ
て
「
起
信
論
」
を
解
釈
す
る
典
型
的
な
箇
所
が
「
解
釈
分
」
の
中
の

『
大
乗
起
信
論
義
記
」
研
究
（
二
）

「
浄
法
薫
習
」
に
見
ら
れ
る
。

功
能
の
中
に
、
因
と
果
と
二
つ
に
分
つ
。
・
・
・
中
略
・
・
・
因
の
中
に
「
自
ら
己
が
性
を

信
ず
」
と
は
、
十
信
位
の
中
の
信
な
り
。
「
心
の
妄
に
動
ず
る
を
知
る
」
よ
り
下

は
、
三
賢
位
の
中
の
修
な
り
。
「
心
の
妄
に
動
じ
、
前
の
境
界
無
き
を
知
る
」
と

は
、
是
れ
解
な
り
。
「
遠
離
の
法
を
修
す
」
と
は
、
是
れ
解
に
依
り
行
を
成
ず
。
尋

思
等
の
観
、
唯
識
無
塵
等
の
行
を
謂
う
な
り
。
「
実
の
如
く
無
境
を
知
る
を
以
て
」

と
言
う
は
、
是
れ
初
地
見
道
の
唯
識
の
理
を
証
し
て
、
前
の
比
観
と
異
る
が
故

に
、
「
実
の
如
く
知
る
」
と
云
う
な
り
。
（
大
正
四
四
、
二
七
一
上
）

こ
こ
で
は
比
観
は
、
修
と
も
表
現
さ
れ
、
そ
れ
が
解
即
ち
尋
思
等
の
観
と
、
唯
識
無
境

等
の
行
か
ら
な
る
行
も
比
観
の
行
で
あ
ろ
う
。

こ
の
分
類
に
よ
る
本
文
の
解
釈
は
、
「
顕
示
正
義
」
の
末
尾
に
近
い
箇
所
、
「
初
発
意

の
菩
薩
等
の
所
見
は
深
く
真
如
の
法
を
信
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
少
分
に
し
て
見
る
」

と
い
う
『
起
信
論
』
の
文
に
対
す
る
注
釈
、
「
十
解
の
菩
薩
等
は
比
観
門
に
依
り
て
真

如
の
理
を
見
る
。
是
れ
相
似
覚
な
る
が
故
に
「
少
分
」
と
云
う
。
前
の
十
信
に
異
な
る

が
故
に
復
た
「
深
」
と
云
い
、
後
の
真
証
に
異
な
る
が
故
に
但
だ
「
信
」
と
云
う
」
（
同
、

二
七
五
下
）
に
も
見
出
せ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
十
信
の
「
信
」
と
十
地
以
上
は
「
真

証
」
と
に
対
し
て
、
三
賢
位
は
「
比
観
」
だ
け
で
な
く
、
「
深
信
」
「
相
似
覚
」
「
真
証

で
は
な
い
」
な
ど
と
、
や
や
消
極
的
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
生
滅
因
緑
体
相
」
の
冒
頭
で
法
蔵
は
十
信
の
菩
薩
は
、
「
緑
起
を
観
じ
て

正
信
を
成
じ
」
、
三
賢
位
の
菩
薩
は
「
意
言
、
比
観
」
し
、
十
地
は
「
少
分
に
証
」
し
、

仏
は
「
本
源
を
窮
む
」
と
、
明
確
に
信
、
比
、
証
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
（
同
、
ニ

六
六
下
）
。
法
蔵
が
「
自
分
．
勝
進
分
」
の
区
別
の

(113
頁
補
注
（
四
）
参
照
）
第
五

で
、
「
比
と
証
と
に
約
し
て
以
っ
て
分
つ
」
と
い
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の
観
察
の
区
別

で
あ
る
。

比
観
の
比
は
、
比
知
、
比
量
と
訳
さ
れ
て
い
る
推
理

(
a
n
u
m
i
!
n
a
)

を
意
味
し
、
概

念
に
よ
っ
て
認
識
し
思
惟
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
箇
所
の
所
説
で
い
え
ば
、
如
来

の
無
分
別
智
に
対
す
る
分
別
智
で
は
あ
る
が
、
意
言
と
並
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

窺
え
る
よ
う
に
、
単
に
分
別
智
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
、
「
探
玄
記
j

で

は
意
言
無
分
別
観
を
認
め
て
い
る
が
、
彼
の
師
智
搬
は
、
初
教
の
始
と
終
に
お
け
る
教

と
義
と
の
両
者
に
分
別
と
無
分
別
を
認
め
、
無
分
別
の
義
は
真
如
の
証
で
あ
る
の
に
対

し
、
無
分
別
の
教
を
比
観
の
意
言
無
分
別
の
境
で
、
大
乗
の
言
教
を
い
う
と
す
る
。
そ

(123
頁
に
続
く
）



初
の
四
種
の
信
心
「
起
信
論
」
本
文
の
「
修

行
信
心
分
」
の
最
初
に
説
か
れ
た
「
一
に
根
本

を
信
じ
、
二
に
無
量
の
功
徳
有
り
と
信
じ
、

三
に
法
に
大
利
益
有
り
と
信
じ
、
四
に
僧
は

能
く
正
し
く
自
利
と
利
他
と
を
修
行
す
と
信

ず
」
と
い
う
真
如
法
と
三
宝
と
を
信
ず
る
信

心
（
大
正
三
二
、
五
八
二
r)
。

四
種
の
條
行
止
観
門
を
除
い
た
施
門
・
戒

門
・
忍
門
・
進
門
の
こ
と
。

＋
信
の
住
心
十
信
の
内
、
初
心
で
あ
る

「
信
心
」
と
終
心
で
あ
る
「
願
・
心
」
を
除
い
た
、

中
間
の
八
つ
の
心
。

自
下
の
四
種
の
機
以
下
の
第
五
、
六
、

七
、
八
因
縁
を
い
う
。

信
位
の
初
心
十
信
の
初
心
で
あ
る
信
心
。

前
の
三
人
第
二
、
三
、
四
因
縁
の
当
該
の

機
根
を
持
つ
衆
生
。

策
し
て
原
義
は
ム
チ
ウ
ツ
こ
と
。
「
冠
導

本
」
傍
注
に
よ
れ
ば
、
「
策
励
」
即
ち
「
大
い
に

励
ま
す
こ
と
」
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る。礼
懺
諸
仏
の
礼
拝
と
誠
心
の
懺
悔
゜

頑
匿
頑
固
で
口
や
か
ま
し
い
こ
と
。
「
書

経
」
発
典
に
、
舜
の
父
母
の
愚
か
さ
を
「
父
は

頑
、
母
は
麗
」
と
表
現
し
、
発
の
子
の
丹
朱

の
愚
か
さ
を
「
監
訟
す
」
と
表
現
す
る
。
そ
の

偽
孔
伝
に
「
心
、
徳
義
の
経
に
則
ら
ざ
る
を

頑
と
為
す
」
、
「
言
い
て
忠
信
な
ら
ざ
る
を
葛

と
為
す
」
と
あ
る
。

①
〔
四
〕
ー
【
高
】

②
網
1
1
綱
一
旭
】

③
-11-
―
-
【
版
、
龍
、
旭
】

④
〔
便
〕
ー
【
高
】

⑤
耳
11
爾
【
統
】

⑥
〔
三
中
〕
ー
【
績
聴
】

文
中
。
令
業
重
惑
多
善
根
難
登
衆
生
。

以
蓋
懺
等
方
便
消
悪
業
障
。
障
軽
故
。

習
信
心
故
。

第
三
者
。
興
下
修
行
信
心
分
中
。
初

の

四
種
信
心
及
四
種
修
行
文
而
作
因
縁
。

未
満
。
故
云
善
根
微
少
。
令
進
修
向

五
者
。
為
示
方
便
消
悪
業
障
。
善

②
 

護
其
心
。
遠
離
援
慢
。
出
邪
網
故
。

自
下
四
種
機
。
営
信
位
初
心
。
何
故

③
 

前
三
人
各
以
一
門
揖
。
此
中
偏
有
四

者
。
以
前
三
根
勝
進
易
退
難
。
不
俵
多

④

R

 

方
便
助
成
道
力
故
耳
也
。
此
中
根
劣
。

退
易
進
難
。
頼
多
方
便
故
有
四
也
。
四

中
前
三
為
下
中
上
三
人
。
後
一
策
以
勤

⑥
 

修
。
三
中
初
者
。
輿
下
修
行
信
心
分

中
。
第
四
修
行
末
文
而
作
因
縁
。
以
彼

＊
 

第
三
に
は
、
下
の
修
行
信
心
分
の
中
の
初
の
四
種
の
信
心
と
及
び
四

た
め

種
の
修
行
の
文
の
与
に
因
縁
を
作
す
。
彼
の
文
の
中
に
、
信
の
未
だ
満

た
ざ
る
者
を
し
て
信
心
を
修
行
せ
し
め
、
満
足
せ
し
む
る
を
以
て
の
故

＊
 

な
り
。
此
れ
十
信
の
住
心
に
当
た
る
。
信
位
未
だ
満
た
ざ
る
を
以
て
の

故
に
善
根
の
微
少
な
る
と
云
い
、
進
修
し
て
満
に
向
か
わ
し
む
る
が
故

り
、
捩
慢
を
遠
離
し
て
邪
網
を
出
で
し
め
ん
が
為
の
故
な
り
。

自
下
の
四
種
の
機
は
、
信
位
の
初
心
に
当
た
る
。
何
の
故
に
前
の

お
の
お

三
人
は
各
の
一
門
を
以
て
摂
す
る
に
、
此
の
中
に
は
偏
え
に
四
者
有

す
ぐ

る
。
前
の
三
は
根
勝
れ
て
進
む
こ
と
易
く
退
く
こ
と
難
き
を
以
て
、

多
方
便
の
道
を
助
成
す
る
力
を
仮
ら
ざ
る
が
故
な
る
の
み
。
此
の
中

は
根
劣
に
し
て
退
く
こ
と
易
く
進
む
こ
と
難
く
、
多
方
便
に
頼
る
が

故
に
四
有
り
。
四
の
中
の
前
の
三
を
下
・
中
・
上
の
三
人
と
為
し
、
後

の
一
は
策
し
て
以
て
勤
修
せ
し
む
。
一
＿
一
の
中
の
初
は
、
下
の
修
行
信

(＝-）
 

心
分
の
中
の
第
四
の
修
行
の
末
の
文
の
与
に
因
縁
を
作
す
。
彼
の
文

の
中
、
業
重
く
惑
多
く
し
て
善
根
発
し
難
き
衆
生
を
し
て
、
礼
懺
等

の
方
便
を
以
て
悪
業
の
障
を
消
し
、
障
軽
き
が
故
に
内
に
頑
罵
擬
慢

五
に
は
方
便
を
示
し
て
悪
業
の
障
を
消
し
、
善
＜
其
の
心
を
護

涌
。
故
云
修
行
信
心
也
。

に
信
心
を
修
行
す
と
云
う
な
り
。

使
滴
足
故
。
此
嘗
十
信
住
心
。
以
信
位

以
彼
文
中
令
信
未
涌
者
。
修
行
信
心
。

が
為
の
故
な
り
。

一
四



(m頁
の
績
き
）

れ
に
対
し
て
分
別
の
教
義
と
は
、
教
義
即
ち
空
な
る
が
故
な
り
と
い
う
（
大
正
四
五
、

五
五
九
上
）
。
従
っ
て
、
無
分
別
と
い
う
こ
と
は
理
論
的
思
索
の
否
定
・
超
越
を
意
味

し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
教
え
を
聞
く
こ
と
と
関
係
が
深
い
。
意
言

（
且
n
o
j
a
l
p
a
思
惟
し
て
心
で
語
を
語
る
か
の
よ
う
な
修
行
）
は
、
耳
識
や
聞
慧
と
関
わ

る
の
で
思
慧
や
修
慧
と
重
な
り
、
証
を
も
た
ら
す
。
こ
の
箇
所
の
「
三
賢
位
の
菩
薩
を

し
て
比
観
に
相
応
せ
し
む
」
は
、
『
起
信
論
』
、
正
確
に
は
「
顕
示
正
義
」
の
学
習
、
即

ち
「
聞
」
が
菩
匿
達
に
比
親
を
実
現
、
実
行
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

比
観
に
つ
い
て
は
、
「
冠
導
本
」
が
示
す
よ
う
に
、
「
筆
削
記
』
に
「
比
観
等
と
は
既

に
未
だ
親
し
く
真
如
を
証
せ
ず
、
但
だ
能
く
教
に
依
り
て
比
擬
、
観
察
す
。
是
に
由
り

て
随
順
し
て
相
違
反
せ
ず
」
（
大
正
四
四
、
三
二
二
上
）
と
解
説
し
て
い
る
。
な
お
、
比

観
と
い
う
複
合
詞
は
『
八
干
頌
般
若
経
』
の
古
訳
で
あ
る
『
放
光
般
若
経
』
（
大
正
八
、

一
三
九
上
）
、
『
大
明
度
経
』
（
同
、
四
九
四
中
）
、
『
摩
詞
般
若
紗
経
』
（
同
、
五
二
六
下

＼
五
三
三
下
）
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
支
婁
迦
識
訳
の
『
道
行
般
若
経
』
は
「
嘗
何

以
比
。
嘗
何
以
観
其
行
」
（
同
、
四
五
四
中
）
で
あ
る
か
ら
比
と
観
は
別
の
動
詞
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
「
相
貌
臣
ぎ
こ
は
何
か
、
標
相
一
inga
は
何
か
、

証
拠
己
m
i
t
t
aは何
か
」
（
と
•p.161, 1.3)
で
あ
っ
て
、
比
と
か
観
と
い
う
動
詞
は
用

い
ら
れ
て
い
な
い
。
羅
什
の
『
小
品
般
若
波
羅
蜜
経
』
（
大
正
八
、
五
六
三
下
＼
五
六

三
上
）
は
さ
ら
に
省
略
し
、
「
何
等
是
阿
惟
越
致
菩
匿
相
貌
」
と
相
貌
だ
け
で
あ
る
。
こ

こ
で
法
蔵
が
用
い
て
い
る
術
語
と
思
想
史
的
に
関
連
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
こ
の
堪
任
を
堪
忍
と
解
し
、
「
生
忍
は
怒
り
を
堪
え
忍
ぶ
こ
と
、
法
忍
は
忍
可
決
定

の
意
味
で
信
心
が
確
立
す
る
こ
と
」
（
『
起
信
』
四
六
頁
、
『
読
釈
』
七
四
頁
）
と
す
る
解
釈

も
あ
る
が
、
堪
任
は
『
起
信
論
』
で
は
、
他
に
「
修
行
信
心
分
」
の
始
め
の
方
に
「
若
し
厄

難
と
恐
怖
と
危
逼
と
を
見
れ
ば
、
己
れ
の
堪
任
に
随
い
て
無
畏
を
施
与
せ
よ
」
（
大
三

二
、
五
八
ー
下
）
に
も
見
え
る
。
こ
の
堪
任
は
、
「
有
ゆ
る
衆
生
を
己
れ
の
堪
能
に
随
い

て
捨
せ
ず
し
て
修
学
し
」
（
五
八
三
上
）
の
堪
能
と
、
文
脈
か
ら
見
て
同
義
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
堪
能
は
さ
ら
に
、
「
信
成
就
発
心
」
の
問
い
の
中
に
（
分
別
発
趣
道
相
の

冒
頭
に
）
、
「
信
の
成
就
を
得
て
、
発
心
す
る
に
堪
能
す
る
や
（
能
く
発
心
す
る
に
堪
え

る
や
）
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
堪
任
と
堪
能
は
、
多
く
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
K
目
n
gy
a
と
b
百
v
y
a
の
訳

語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
『
梵
和
』
参
照
）
。
例
え
ば
「
菩
匿
地
」
の
一
部
で
何
回

r大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

（三）

一五

か
用
い
ら
れ
て
い
る
堪
任
の
原
語
は
、
百
目
al)ya
(p.78, 1.7)
、
b
百
v
y
a
(p.78, 1.9)
、

(a) 
b
h
a
v
y
a
 (p. 159, 1.5)
、
巨
a
v
y
a
(p.290, 1.13)

で
あ
る
。
ち
な
み
に
玄
笑
訳
『
弁

中
辺
論
』
の

I
V
.
3、
V
I
.
6
で
は
堪
能
と
訳
し
、
『
倶
舎
論
』
（
p.55,1.10)

で
は
堪

任
と
訳
し
て
い
る
。
（
た
だ
し
、
玄
笑
は
『
弁
中
辺
論
』
で
は
調
柔

v.29、
『
倶
舎
論
j

で
は
軽
安
と
も
訳
し
て
い
る
。
）

『
起
信
論
』
の
上
述
の
用
例
の
中
で
、
「
己
れ
の
堪
任
・
堪
能
に
随
っ
て
」
は
、
ど
ち

ら
も
百
m
艮
iya
の
訳
語
の
意
昧
で
、
「
自
己
の
巧
妙
・
機
敏
で
滞
り
の
な
い
智
力
の
ま

ま
に
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
「
発
心
す
る
こ
と
に
堪
能
す
る
や
」
は
、
多
く
「
能

く
発
心
に
堪
ゆ
る
や
」
と
書
き
下
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

karma1.1ya
で
は
な
く
、

b
百
v
y
a
の
訳
語
の
用
法
で
あ
り
、
「
発
心
で
き
る
か
」
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
こ
の
箇
所
の
用
法
は
、
若
千
曖
昧
で
あ
る
。
『
起
信
論
」
の
文
は
、

「
善
根
の
成
熟
せ
る
衆
生
を
し
て
摩
詞
術
の
法
に
於
い
て
、
堪
任
し
て
不
退
信
な
ら
し

め
ん
」
で
あ
る
。
こ
れ
と
思
想
的
に
内
的
関
連
•
平
行
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
は
、
『
中
辺
分
別
論
』
の

I
V
.
6
の
世
親
釈
、
「
〔
四
〕
神
足
に
よ
っ
て
心
が
堪
任
で

あ
る
者
に
は
、
順
解
脱
分
の
善
根
が
増
大
し
た
（
満
巳
）
と
き
、
〔
宗
教
的
〕
欲
求
が

主
と
な
る
こ
と
か
ら
、
信
根
が
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
」

(p.52)

で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
文
言
は
「
〔
心
が
〕
堪
任
〔
な
者
〕
」
と
「
善
根
」
と
が
共
通
し
、
信
根
は
「
根

を
成
じ
て
退
せ
ず
」
か
ら
見
て
、
「
不
退
〔
信
〕
」
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る

と
、
こ
の
『
起
信
論
』
の
文
は
、
「
大
乗
の
法
に
関
し
て
、
巧
妙
で
機
敏
（
堪
任
）
に

な
り
、
信
を
退
せ
ざ
ら
し
む
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
法
蔵
の
注
の
中
の
「
前
の
信

心
を
し
て
堪
任
し
て
不
退
な
ら
し
む
る
」
も
、
「
信
心
が
巧
妙
で
機
敏
に
な
っ
て
退
せ

ざ
ら
し
め
る
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。

た
だ
、
法
蔵
の
注
中
の
「
利
根
の
者
を
し
て
決
定
の
心
を
発
し
、
大
道
に
進
趣
し
、

堪
任
し
て
不
退
住
の
位
な
ら
し
む
る
」
の
場
合
、
決
定
心
を
発
す
こ
と
と
k
gn
a
9
y
a
 

と
ど
う
違
う
の
か
。
さ
ら
に
『
冠
導
本
』
の
頭
注
で
は
「
又
古
抄
七
二
八
右
作
堪

任
不
退
得
住
」
（
不
退
に
堪
任
し
て
住
を
得
る
）
と
返
り
点
を
ふ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
堪
任
を
吝
a
w
a
の
意
昧
で
理
解
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
読
め
ば
、

「
退
せ
ざ
る
に
堪
任
し
て
」
即
ち
、
「
退
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
」
と
い
う

意
昧
に
な
る
。
「
住
位
」
は
「
位
に
住
（
せ
し
め
る
）
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

不
退
は
不
退
転
(avinivartaniya,
a
v
a
h
 `

 
artika)
の
こ
と
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
不
退
堕

(125
頁
に
続
く
）



広
説
「
起
信
論
」
の
「
止
観
門
」
は
「
修
行

信
心
分
」
の
四
分
の
三
を
占
め
る
（
大
正
三

二
、
五
八
二
上
1
五
八
三
上
）
。

専
念
の
方
便
「
起
信
論
」
本
文
の
「
専
意
念

仏
」
。
仏
を
念
ず
る
こ
と
に
専
心
す
る
こ
と
。

勝
方
便
右
の
「
専
念
の
方
便
」
に
通
ず
る
。

「
起
信
論
」
「
修
行
信
心
分
」
の
末
（
大
正
三

二
、
五
八
三
上
）
に
「
意
を
専
ら
に
し
て
念

仏
す
る
因
縁
を
以
て
、
願
に
随
い
て
、
他
方

の
仏
土
に
生
ず
る
を
得
」
る
こ
と
、
と
あ
る
。

①
欝
11
意
【
高
、
慶
、
聴
】

②
羅
11
宮
【
続
、
版
、
龍
、
旭
、
厳
】

③
網
1
1
綱
【
懺
】

④
〔
也
〕
ー
【
聴
】

⑤
使
11
至
【
聴
】

有
如
是
等
因
縁
。
所
以
造
論
。

八
者
。
為
示
利
益
。
勧
修
行
故
。

如
き
等
の
因
縁
有
り
、
所
以
に
論
を
造
る
。

八
に
は
利
益
を
示
し
て
修
行
を
勧
め
ん
が
為
の
故
な
り
。
是
の

也
。
此
嘗
上
品
。

り
。
此
れ
上
品
に
当
た
る
な
り
。

彼
観
解
。
分
得
相
應
。
衆
生
恐
後
報

⑤
 

遷
遇
縁
成
退
。
故
令
往
生
。
使
不
退

す
を
恐
る
る
が
故
に
、
往
生
せ
し
め
て
不
退
な
ら
し
む
る
を
以
て
な

前
。
必
定
不
退
信
心
故
。

三
者
。
興
下
修
行
信
心
分
末
。
復

因
縁
。
以
彼
文
中
。
雙
明
止
観
遣
凡

④
 

小
二
執
故
。
云
治
心
過
也
。
下
自
廣

七
者
。
為
示
専
念
方
便
。
生
於
佛

次
衆
生
初
學
是
法
下
勧
生
浮
土
文
而

作
因
縁
。
以
彼
文
中
。
暴
勝
方
便
令

心
過
を
対
治
せ
ん
が
為
の
故
な
り
。

た
め

ニ
に
は
、
下
の
第
五
の
修
行
止
観
門
の
与
に
因
縁
を
為
す
。
彼
の
文

c
 

の
中
に
、
止
・
観
を
双
べ
明
か
し
て
凡
小
の
二
執
を
遣
る
を
以
て
の
故

492
 

＊
 

に
心
過
を
治
す
と
云
う
な
り
。
下
に
自
ら
広
説
す
。
此
れ
中
品
に
当
た

＊
 

七
に
は
専
念
の
方
便
を
示
し
て
、
仏
前
に
生
じ
、
必
定
し
て
不

三
に
は
、
下
の
修
行
信
心
分
の
末
の
「
復
た
次
に
、
衆
生
に
し
て
初

（二）

め
て
是
の
法
を
学
び
て
」
よ
り
下
の
勧
生
浄
土
の
文
の
与
に
因
縁
を
作

す
。
彼
の
文
の
中
に
勝
方
便
を
挙
げ
て
、
彼
の
観
解
を
し
て
分
に
相
応

す
る
こ
と
を
得
し
め
、
衆
生
の
後
報
に
遷
り
て
縁
に
遇
い
て
退
く
を
成

退
信
心
な
ら
し
め
ん
が
為
の
故
な
り
。

説
。
此
嘗
中
品
也
。

る
な
り
。

二
者
。
輿
下
第
五
修
行
止
観
門
為

夫
二
乗
心
過
故
。

六
者
。
為
示
修
習
止
観
。
封
治
凡

六
に
は
止
観
を
修
習
す
る
こ
と
を
示
し
て
、
凡
夫
と
二
乗
と
の

嘗
下
品
也
。

此
れ
下
品
に
当
た
る
な
り
。

五
善
護
其
心
遠
離
擬
慢
出
邪
網
也
。
此

①

②

③

 

内
離
頑
罵
擬
慢
。
外
出
邪
魔
羅
網
。
故

(

-

）

 

を
離
れ
、
外
に
邪
魔
羅
網
を
出
で
し
む
る
を
以
て
の
故
に
、
善
＜
其

の
心
を
護
り
、
擬
慢
を
遠
離
し
て
邪
網
を
出
で
し
む
と
云
う
な
り
。

一六



（二）
(123
頁
の
続
き
）

(avinivartana, r
中
辺
論
j

の
真
諦
訳
に
見
え
る
）
を
「
五
教
章
j

で
は
用
い
て
い
る
。
不

退
堕
は
、
終
教
で
は
「
＋
住
の
初
よ
り
即
ち
下
の
二
乗
地
に
退
堕
せ
ず
、
況
ん
や
諸
悪

趣
及
び
凡
地
を
や
」
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
十
信
ま
で
を
「
退
」
と
す
る
。
不
退
は
、

地
獄
な
ど
の
境
遇
、
凡
夫
、
声
聞
、
独
覚
の
境
遇
に
堕
ち
な
い
こ
と
で
あ
る
。
法
蔵
の

法
相
で
は
、
「
行
位
差
別
」
の
中
で
不
退
は
位
相
、
行
相
と
並
ん
で
、
論
点
の
一
っ
と
し

て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
不
退
は
、
漸
悟
の
立
場
で
の
み
問
題
と
な
る
か
ら
、
法
蔵
の
分
類
で
は
、

終
教
だ
け
で
な
く
、
小
乗
、
始
教
で
も
問
題
と
な
る
。
ち
な
み
に
小
乗
で
は
忍
位
以
上

が
不
退
、
始
教
で
は
「
仏
性
論
j

に
よ
っ
て
声
聞
は
苦
忍
、
縁
覚
は
世
第
一
法
、
菩
薩

は
十
廻
向
、
ま
た
「
途
伽
師
地
論
j

に
よ
っ
て
初
地
を
不
退
と
す
る
。

(122
頁
の
補
注
）

(
-
）
以
下
の
所
述
か
ら
見
て
、
法
蔵
は
在
家
の
求
道
者
を
下
品
、
出
家
の
瑠
伽
（
止
観
）
の

求
道
者
、
即
ち
聖
道
門
を
中
品
、
浄
土
門
を
上
品
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
浄
土

門
の
機
根
の
者
が
上
品
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
懺
悔
や
難
行
を
し
な
い
で
も
不
退
に
至

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
機
根
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ

の
五
、
六
、
七
因
緑
の
、
本
文
中
の
対
応
箇
所
の
法
蔵
の
解
釈
は
、
「
起
信
論
」
の
著
者

の
意
図
そ
の
も
の
に
従
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
も
言
え
る
が
、
し
か
し
、
本
文
の
中
で

は
、
こ
の
第
五
因
緑
の
対
応
箇
所
は
、
「
〔
精
〕
進
〔
波
羅
蜜
〕
」
の
修
行
と
の
関
連
で
関
説

さ
れ
た
所
説
で
あ
る
。
第
六
因
縁
の
対
応
箇
所
は
、
第
四
因
緑
と
対
応
す
る
施
、
戒
、

忍
、
進
の
四
波
羅
蜜
と
並
ぶ
第
五
の
「
止
観
（
即
ち
禅
定
波
羅
蜜
）
」
で
あ
る
。
第
七
因
縁

の
浄
土
門
は
、
実
は
そ
の
波
羅
蜜
行
が
こ
の
世
界
で
は
で
き
な
い
の
で
、
不
退
を
実
現

で
き
な
い
「
怯
弱
」
な
心
の
持
ち
主
の
た
め
の
方
便
が
関
説
さ
れ
た
と
読
む
ぺ
き
で
あ
ろ

う
か
ら
、
「
起
信
論
」
の
作
者
は
こ
の
三
者
を
上
、
中
、
下
品
の
機
根
の
者
と
考
え
て
い

た
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
の
考
察
の
際
に
詳
し
く

検
討
す
る
。

「
起
信
論
j
(
大
正
三
二
、
五
八
二
上
）

復
た
次
に
、
若
し
人
、
信
心
を
修
行
す
と
雖
も
、
先
世
よ
り
来
た
、
多
く
重
罪
・

悪
業
の
障
有
る
を
以
て
の
故
に
、
邪
魔
・
諸
鬼
の
為
に
悩
乱
せ
ら
れ
、
或
は
世
間

の
事
務
の
為
に
種
種
に
牽
纏
せ
ら
れ
、
或
は
病
苦
の
為
に
悩
ま
さ
る
。
是
の
如
き

r
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

一七

等
の
衆
多
の
障
凝
有
り
。
是
の
故
に
応
当
に
、
勇
猛
に
、
精
勤
し
て
昼
夜
六
時
に

諸
仏
を
礼
拝
し
、
誠
心
に
懺
悔
し
、
勧
請
し
随
喜
し
て
、
菩
提
に
遥
向
す
べ
し
。

常
に
休
廃
せ
ざ
れ
ば
、
諸
障
を
免
が
る
る
こ
と
を
得
ん
。
善
根
増
長
す
る
が
故
な

り。

(124
頁
の
補
注
）

(
-
）
法
蔵
は
擬
慢
に
「
書
経
j

の
頑
罵
を
加
え
て
四
字
と
し
、
邪
網
を
後
の
本
文
の
「
邪
魔

諸
鬼
」
の
邪
魔
と
、
網
を
羅
網
と
し
て
四
字
と
し
た
。
羅
網
は
恐
ら
く
「
羅
索
」
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
羅
索
、
即
ち
鳥
獣
を
捕
え
る
わ
な
は
、
普
通
衆
生
を
摂
取
す
る

仏
・
菩
薩
の
道
具
・
方
便
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
の
本
文
の
「
世
間

の
事
務
の
為
に
種
種
に
羅
纏
せ
ら
れ
」
を
念
頭
に
お
い
た
、
衆
生
が
無
明
の
俗
念
に
束

縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

『
起
信
論
」
（
大
正
三
二
、
五
八
三
上
）

復
た
次
に
、
衆
生
、
初
め
て
是
の
法
を
学
び
、
正
信
を
欲
求
す
る
に
、
そ
の
心
怯

弱
に
し
て
、
此
の
娑
婆
世
界
に
住
す
る
を
以
て
、
自
ら
、
常
に
諸
仏
に
値
う
て
親

承
し
供
養
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と
を
畏
れ
、
憬
れ
て
、
信
心
成
就
す
べ
き
こ
と

難
し
と
謂
い
て
、
意
、
退
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
当
に
知
る
べ
し
、
如
来
に
勝
方

便
有
り
て
、
信
心
を
摂
護
し
た
も
う
。
謂
く
、
意
を
専
ら
に
し
て
念
仏
す
る
因
緑

を
以
て
、
願
に
随
い
て
、
他
方
の
仏
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
て
、
常
に
仏
を
見

て
、
永
く
悪
道
を
離
る
、
と
。
修
多
羅
に
説
く
が
如
し
。
若
し
人
、
専
ら
西
方
極

楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
、
所
修
の
善
根
を
逗
向
し
、
彼
の
世
界
に
生
ま
れ

ん
と
願
求
す
れ
ば
、
即
ち
往
生
す
る
こ
と
を
得
、
と
。
常
に
仏
を
見
る
が
故
に
、

終
に
退
す
る
こ
と
有
る
無
し
。
若
し
彼
の
仏
の
真
如
法
身
を
観
じ
て
、
常
に
勤
め

て
修
習
す
れ
ば
、
畢
覚
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
て
正
定
に
住
す
る
が
故
な
り
。

（
三
）
観
解
は
「
修
行
信
心
分
」
の
末
の
文
で
い
う
、
「
彼
の
仏
の
真
如
法
身
を
観
」
（
大
正
三

二
、
五
八
三
上
）
じ
て
了
解
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
法
蔵
は
そ
の
観
解
に
よ
っ
て
往
生

す
る
人
を
、
住
位
以
前
の
人
と
三
賢
位
と
十
地
に
分
け
て
い
る
が
、
仏
は
方
便
に
よ
っ

て
そ
の
各
々
の
人
を
「
分
」
（
自
分
と
か
勝
進
分
の
分
。

113
頁
補
注
（
四
）
参
照
）
に
相
応
せ

し
め
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（二）



勧
修
利
益
分
法
蔵
は
「
勧
修
利
益
分
」
の
中

心
課
題
を
「
信
謗
の
損
益
」
と
し
、
「
信
受
の

福
勝
」
と
「
毀
謗
の
罪
重
」
が
説
か
れ
た
と
す

る
。
補
注
(
-
)
参
照
。

物
衆
生
を
い
う
。

修
捨
「
起
信
論
」
が
説
く
法
の
修
行
（
修
学
）

と
法
の
毀
謗
を
止
め
る
こ
と
。

根
と
緑
と
「
起
信
論
」
で
は
根
と
行
、
即
ち

機
根
と
修
行
を
挙
げ
る
が
、
法
蔵
は
根
で
代

表
さ
せ
て
い
る
。

受
解
の
縁
の
別
な
る
知
解
を
得
る
（
受
解
）

縁
と
な
る
経
・
論
が
そ
れ
ぞ
れ
広
経
、
略

経
、
広
論
、
略
論
と
別
で
あ
る
こ
と
。

同
異
釈
尊
在
世
の
衆
生
は
皆
同
じ
く
利
根

で
あ
る
の
に
、
滅
後
は
衆
生
の
根
が
人
ご
と

に
異
な
る
こ
と
。

紙
素
の
伝
紙
や
素
に
写
経
し
て
伝
承
す
る

こ
と
。
素
は
白
絹
゜

①
（
線
結
可
知
）
＋
第
【
続
】

②
問
1
1
文
【
旭
】

③
解
1
1
外
（
注
釈
文
中
で
は
解
）
【
聴
】

④
〔
二
〕
ー
【
聴
】

⑤
在
1
1
托
H

版
、
龍
、
慨
】

論。

R
 

所
謂
如
来
在
世
衆
生
利
根
。
能
説

謂
う
所
は
如
来
の
在
世
に
は
衆
生
は
利
根
に
し
て
、
能
説
の
人

こ
と
を
明
か
す
。

如
束
滅
下
。
明
根
縁
微
劣
須
経
須
来
の
滅
」
よ
り
下
は
、
根
と
縁
と
微
劣
に
し
て
経
を
須
い
論
を
須
い
る

別
繹
中
有
二
。
初
説
聰
倶
勝
。
経c

 

文
尚
無
紙
素
之
偲
。
何
況
須
論
。
ニ

別
し
て
釈
す
る
中
に
二
有
り
。
初
に
、
説
と
聴
と
倶
に
勝
れ
、
経
文

に
は
尚
お
紙
素
の
伝
無
し
。
何
ぞ
況
ん
や
論
を
須
い
ん
や
。
二
に
「
如

前
中
。
初
根
有
同
異
。
後
縁
有
増
微
。

答
曰
。
脩
多
羅
中
雖
有
此
法
。
以

③
 

衆
生
根
行
不
等
。
受
解
縁
別
。

答
ス
て
曰
く
、
修
夕
乏
維
の
中
に
此
の
法
有
り
と
雖
も
、
衆
生
の
根
と

行
と
の
等
し
か
ら
ざ
る
と
受
解
の
縁
の
別
な
る
と
を
以
て
な
り
。

前
の
中
、
初
の
根
に
同
異
有
り
、
後
の
縁
に
増
微
有
り
。

下
。
別
繹
根
縁
。

下
は
、
別
し
て
根
と
縁
と
を
釈
す
。

根
縁
二
相
以
立
宗
。
二
如
来
在
世

情
。
明
須
作
論
。
於
中
有
二
。
初
欅

縁
と
の
二
相
を
挙
げ
て
以
て
宗
を
立
て
、
二
に
「
如
来
の
在
世
」
よ
り

辟
。

二
以
衆
生
根
行
下
。
奪
彼
疑 ②

 

第
四
。
通
中
文
有
二
。
初
奥
彼
問

第
四
に
、
通
の
中
、
文
に
二
有
り
。
初
に
彼
の
問
を
与
え
、
二
に
「
衆

生
の
根
と
行
と
の
…
を
以
て
な
り
」
よ
り
下
は
、
彼
の
疑
情
を
奪
い
て

も

ち

＊

論
を
作
る
を
須
う
る
こ
と
を
明
か
す
。
中
に
於
て
二
有
り
。
初
に
根
と

須
重
説
。

問
日
。
脩
多
羅
中
具
有
此
法
。
何

因
縁
。
以
彼
文
中
。
畢
彼
損
益
勧
物

＊
 

修
捨
。
即
線
策
成
前
諸
行
也
。

①
 第

三
難
。
可
知
。

問
う
て
日
く
、
修
多
羅
の
中
に
具
さ
に
此
の
法
有
る
に
、
何
ぞ

も
ち

重
ね
て
説
く
を
須
う
る
や
。

第
三
に
は
難
。
知
る
べ
し
。

り
。
即
ち
総
じ
て
策
し
て
前
の
諸
行
を
成
ぜ
し
む
る
な
り
。

第
八
者
。
奥
下
勧
修
利
益
分
而
作

第
八
に
は
、
下
の
勧
修
利
益
分
の
与
に
因
縁
を
作
す
。
彼
の
文
の
中

＊

＊

 

に
、
彼
の
損
益
を
挙
げ
て
物
に
修
捨
す
る
こ
と
を
勧
め
る
を
以
て
な

一
八



『
起
信
論
j

「
勧
修
利
益
分
」
（
大
正
三
二
、
五
八
三
上
1
中）

〔
信
受
の
福
勝
〕
若
し
衆
生
有
り
て
、
如
来
の
甚
深
の
境
界
に
於
て
正
信
を
生
ず

る
こ
と
を
得
て
、
誹
謗
を
遠
離
し
大
乗
の
道
に
入
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
当
に
此
の
論

を
持
し
て
思
量
し
、
修
習
し
、
究
覚
し
て
能
く
無
上
の
道
に
至
る
べ
し
。
若
し
人
、

是
の
法
を
聞
き
已
り
て
怯
弱
を
生
ぜ
ず
ん
ば
、
当
に
知
る
べ
し
、
此
の
人
定
ん
で

仏
種
を
紹
ぎ
、
必
ず
諸
仏
の
授
記
す
る
所
と
為
ら
ん
。
仮
使
い
人
有
り
て
、
能
＜

三
千
大
千
世
界
の
中
に
満
て
る
衆
生
を
化
し
て
十
善
を
行
ぜ
し
む
る
も
、
人
有
り

て
一
食
の
頃
に
正
し
く
此
の
法
を
思
う
に
如
か
ず
。
前
の
功
徳
に
過
ぐ
る
こ
と
喩

と
為
す
べ
か
ら
ず
。
復
た
次
に
、
若
し
人
此
の
論
を
受
持
し
て
観
察
し
修
行
す
る

こ
と
、
若
し
は
一
日
一
夜
せ
ん
に
、
有
る
所
の
功
徳
は
無
量
無
辺
に
し
て
、
説
く

こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
仮
令
い
十
方
一
切
の
諸
仏
、
各
無
量
無
辺
阿
僧
祇
劫
に
於

て
其
の
功
徳
を
歎
ず
る
も
、
亦
た
尽
く
す
こ
と
能
わ
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
謂

く
法
性
の
功
徳
は
尽
く
る
こ
と
有
る
無
き
が
故
に
。
此
の
人
の
功
徳
も
亦
復
た
是

の
如
く
、
辺
際
有
る
こ
と
無
し
。

〔
毀
謗
の
罪
重
〕
其
れ
衆
生
有
り
て
、
此
の
論
の
中
に
於
て
毀
謗
し
て
信
ぜ
ず
ん

ば
、
獲
る
所
の
罪
報
は
無
量
劫
を
経
て
大
苦
悩
を
受
け
ん
。
是
の
故
に
衆
生
は
但

だ
応
に
仰
信
す
べ
し
。
応
に
毀
謗
す
べ
か
ら
ず
。
深
く
自
ら
害
し
、
亦
た
他
人
を

害
し
て
一
切
の
三
宝
の
種
を
断
絶
す
る
を
以
て
な
り
。
一
切
の
如
来
は
皆
此
の
法

に
依
り
て
涅
槃
を
得
る
が
故
に
、
一
切
の
菩
薩
は
之
に
因
り
て
修
行
し
て
仏
智
に

入
る
こ
と
を
得
る
を
以
て
の
故
に
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

一九



三
業
色
心
、
即
ち
身
と
意
の
二
業
と
、
円

音
を
演
ぶ
る
口
業
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

衆
生
界

sattvadhatu
は
イ
ン
ド
の
文
献
で

は
衆
生
の
群
(
c
f
.

sv. B
H
S
D
)
で
あ
る
が
、

法
蔵
は
法
界
な
ど
と
対
応
す
る
、
衆
生
の
世

界
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

①
〔
二
〕
ー
【
聴
】

②
華
11
花
【
大
、
日
】

③
窮
衆
11
衆
窮
【
高
】

④
韻
11
音
【
高
、
慶
】

⑤
〔
是
〕
ー
【
慶
】

胤
。
若
音
不
遍
。
則
音
非
ffiiii!lo

若
由

④

⑤

 

等
遍
失
其
韻
曲
。
則
是

oo非
音
。
今

不
壊
曲
而
等
遍
。
不
動
遍
而
善
韻
゜

第
二
劣
中
四
種
。
初
廣
略
二
経
。

界
耳
゜

此
是
如
来
園
音
。
非
是
心
識
思
量
境

而
も
其
の
音
韻
は
恒
に
雑
乱
せ
ず
。
若
し
音
に
し
て
遍
ぜ
ざ
れ
ば
、

則
ち
音
に
し
て
円
に
非
ず
。
若
し
等
し
く
逼
ず
る
に
由
る
も
其
の

韻
曲
を
失
え
ば
、
則
ち
是
れ
円
に
し
て
音
に
非
ず
。
今
、
曲
を
壊
せ

ず
し
て
而
も
等
し
く
逼
じ
、
遍
を
動
ぜ
ず
し
て
而
も
善
韻
な
る
、
此

は
是
れ
如
来
の
円
音
に
し
て
、
是
れ
心
識
の
思
量
の
境
界
に
は
非

ざ
る
の
み
。

第
二
に
、
劣
の
中
に
四
種
あ
り
。
初
に
広
略
の
二
経
、
後
に
広
略
の

即
一
切
音
。
故
云
圃
音
。

③
 

遍
窮
衆
生
界
。
而
其
音
韻
恒
不
雑

一
ー
語
音

る
が
故
に
円
音
と
云
う
。

一
切
音
即
一
音
故
。
云
一
音
。

一
音

生
語
言
法
。

一
言
演
説
壺
無
餘
。
以

一
切
衆

説
無
邊
契
経
海
。
二
如
来
同
一
切

説
人
下
明
縁
勝
。
於
中
三
業
可
知
。

説
一
切
法
。
無
不
顕
了
。
故
名

OO

②
 

音
。
華
厳
云
。
如
来
於
一
語
言
中
演

音
。
故
云
圃
音
。
華
厳
云
゜

か
し
、
二
に
能
説
の
人
よ
り
下
は
、
縁
の
勝
れ
た
る
こ
と
を
明
か

＊

（

二

）

す
。
中
に
於
て
三
業
あ
り
、
知
る
べ
し
。
一
音
と
及
び
円
音
と
は
二

有
り
。
初
に
如
来
は
一
音
に
一
切
の
法
を
説
き
、
顕
了
な
ら
ざ
る
こ

（三）

と
無
き
が
故
に
円
音
と
名
づ
く
。
華
厳
に
云
く
、
「
如
来
は
一
語
言

の
中
に
於
て
、
無
辺
の
契
経
海
を
演
説
す
」
と
。
二
に
如
来
は
一
切

の
音
に
同
ず
。
故
に
円
音
と
云
う
。
華
厳
に
云
勺
ゞ
「
一
切
衆
生
の

a
 

語
言
の
法
を
、
一
言
に
演
説
し
尽
し
て
余
り
無
し
」
と
。
一
切
音
即
5
02

 

ち
一
音
な
る
を
以
て
の
故
に
一
音
と
云
い
、
一
音
即
ち
一
切
音
な

―
一
の
語
音
は
遍
＜
衆
生
界
を
窮
め
、

一
音
及
厠
音
者
有
二
。
初
如
来
一
音

①
 

前
中
初
約
勝
時
以
明
根
勝
。
二
能

前
の
中
、
初
は
勝
時
に
約
し
て
以
て
根
の
勝
れ
た
る
こ
と
を
明

類
等
解
。
則
不
須
論
。

ば
、
則
ち
論
を
須
い
ず
。

之
人
色
心
業
勝
。
圃
音
一
演
。
異

（一）

は
色
心
の
業
勝
る
。
円
音
一
た
び
演
べ
て
異
類
等
し
く
解
す
れ

ニ
C



(
-
）
こ
こ
で
円
音
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
維
摩
経
j

な

ど
の
イ
ン
ド
撰
述
の
経
論
は
、
「
華
厳
経
』
の
漢
訳
を
含
め
て
円
音
と
い
う
用
語
を
用
い

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
円
音
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
『
起
信
論
』
が
最
初

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
円
音
が
中
国
で
、
そ
れ
も
華
厳
教
学
で
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
法
蔵
は
、
『
五
教
章
j

や
『
探
玄
記
j

に
お
い
て
、
中
国
で
そ
れ
ま
で
に
独
自
の
教
判
を

立
て
て
雑
然
と
流
入
し
た
仏
教
の
諸
思
想
を
統
一
的
に
維
織
し
よ
う
と
し
た
代
表
的
な

思
想
家
十
人
と
、
そ
の
各
々
が
説
く
十
教
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
に
菩
提
流

支
の
一
音
教
を
挙
げ
て
い
る
。
法
蔵
に
よ
れ
ば
、
菩
提
流
支
は
仏
教
に
様
々
な
教
説
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
衆
生
の
根
行
が
異
な
り
、
根
に
随
っ
て
衆
生
の
理
解
が
異
な
る
か

ら
で
あ
っ
て
、
根
本
に
立
ち
戻
れ
ば
、
す
べ
て
は
如
来
の
一
円
音
教
で
あ
る
と
い
う

（
補
注
（
三
）
参
照
。
な
お
第
二
の
解
釈
に
つ
い
て
は
補
注
（
四
）
参
照
）
。

一
円
音
は
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
れ
ば
、
『
起
信
論
』
の
「
円
音
一
た
び
演
べ
て
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
法
蔵
は
こ
の
箇
所
の
注
で
、
一
音
と
円
音
を
区
別
し
、
二
通

り
の
意
味
で
解
釈
し
て
い
る
。
最
初
の
意
味
は
「
起
信
論
」
に
沿
っ
た
も
の
で
、
円
音
だ

か
ら
一
音
で
す
べ
て
の
教
を
説
い
た
こ
と
に
な
り
、
す
べ
て
の
衆
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能

力
に
応
じ
て
理
解
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

法
蔵
は
『
五
教
章
j

で
、
一
音
教
と
は
「
維
庶
経
j

な
ど
を
拠
り
所
と
す
る
と
し
、
「
仏

は
一
音
を
以
て
法
を
演
説
す
る
に
衆
生
類
に
随
っ
て
各
の
解
を
得
る
」
と
い
う
『
維
麿

邑
第
一
偶
の

a
b
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
「
維
摩
経
j

の
一
音
偶
は
支
謙
訳
に
は
な

く
、
前
後
の
文
脈
か
ら
み
て
も
前
後
の
偽
と
の
関
連
が
希
薄
で
あ
り
、
な
い
方
が
す
っ

き
り
し
て
い
る
し
、
羅
什
（
玄
笑
訳
は
羅
什
訳
と
同
じ
で
あ
る
）
訳
も
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
異

な
る
な
ど
、
「
維
摩
経
」
に
本
来
あ
っ
た
偶
と
は
認
め
が
た
い
。
こ
の
偶
の
前
半
は
『
大

毘
婆
沙
論
』
が
引
用
す
る
一
音
偶
と
完
全
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
「
大
毘
婆
沙
論
j

で

も
、
「
有
る
頌
に
言
う
が
如
し
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
引
用
偶
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
ど
こ
か
ら
採
ら
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

『
起
信
論
j

の
一
音
説
も
表
現
は
異
な
る
が
、
一
音
説
法
に
よ
っ
て
衆
生
が
解
を
得

る
と
い
う
点
は
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
『
起
信
論
j

で
は
、
仏
の
一
音
説
法
に
よ
っ
て
異

な
っ
た
類
の
衆
生
が
誰
も
彼
も
等
し
く
そ
れ
な
り
に
明
ら
か
に
理
解
す
る
の
で
、
理
解

で
き
な
い
人
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
理
解
で
き
な
い
人
々
の
た
め
に
、
経
の
他
に
別
に

r大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

（三）
論
を
造
る
必
要
は
な
い
と
い
う
点
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
ラ
モ
ッ
ト
は
仏

の
説
法
観
の
変
遷
を
五
種
に
分
か
ち
、
（
一
）
釈
尊
の
四
五
年
の
説
法
は
す
べ
て
真
実

で
あ
る
と
す
る
初
期
の
説
法
観
、
（
二
）
仏
は
イ
ン
ド
内
の
中
国
の
こ
と
ば
だ
け
で
な

く
、
外
国
の
こ
と
ば
や
方
言
で
も
説
か
れ
た
と
す
る
説
法
観
、
（
三
）
一
音
説
法
、
（
四
）

沈
黙
、
（
五
）
こ
と
ば
や
沈
黙
以
外
の
も
の
に
よ
る
説
法
、
を
挙
げ
て
い
る
(E.
L
a
m
o
t
t
e
 

L̀
 E
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
 d
e
 Vimalakirli, L
o
u
v
a
i
n
,
 1
9
6
2
)

。
（
五
）
の
説
法
観
と
い
う
も
の

は
ラ
モ
ッ
ト
の
誤
解
で
あ
る
か
ら
除
く
と
、
仏
の
説
法
に
関
す
る
見
解
は
四
種
で
あ

り
、
（
四
）
の
沈
黙
が
最
も
徹
底
し
た
説
法
観
と
な
る
が
、
一
音
説
法
も
こ
と
ば
に
よ

る
説
法
観
の
最
終
到
達
点
を
示
す
と
言
え
る
。
ラ
モ
ッ
ト
は
一
音
を
「
唯
一
の
音
」
「
一

刹
那
の
発
声

(e
百
ば

ga
v
i
i
g
u
d
a
h
a
m
a
)
」
と
す
る
が
、
中
国
で
は
そ
の
よ
う
な
一
音

説
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
中
国
で
は
、
後
に
清
涼
の
澄
観
の
「
華
厳
玄
談
j

巻
四
が
菩
提
流
支
と
共
に
羅
什
を
も
「
大
乗
普
陳
」
の
一
音
教
家
と
す
る
（
「
望
月
仏

教
大
辞
典
j-‘

―
二
八
上
、
及
び
鎌
田
茂
雄
「
華
厳
五
教
章
J

(
仏
典
講
座
二
八
）
大

蔵
出
版
、
一
九
七
九
年
、
―
二
三
頁
）
。
羅
什
は
『
維
摩
経
j

で
一
音
説
を
知
っ
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
の
一
音
に
つ
い
て
の
言
及
は
崖
山
の
慧
遠
の
『
大
乗
義

章
j

に
見
ら
れ
る
（
参
照
・
木
村
英
一
「
慧
遠
研
究
遺
文
篇
」
創
文
社
、
一
九
六
0
年）。

そ
こ
で
は
仏
の
法
身
の
比
喩
と
し
て
一
音
が
用
い
ら
れ
、
「
如
以
一
音
而
衆
生
随
意
所

聞
」
と
「
維
摩
経
j

と
同
じ
一
音
観
を
説
い
て
お
り
、
同
じ
く
仏
の
音
声
の
「
崇
濡
徴

妙
」
を
も
「
如
獅
子
吼
声
、
如
大
雷
声
」
な
ど
と
聞
く
と
説
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

恐
ら
く
こ
れ
が
大
乗
の
人
は
大
乗
と
聞
き
、
小
乗
の
人
は
小
乗
と
聞
く
、
と
解
釈
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

『
六
十
華
厳
j

「
慮
遮
那
仏
品
第
二
」
（
大
正
九
、
四
0
五
下
）

如
来
所
説
一
語
中
演
出
無
量
契
経
海

「
八
十
華
厳
j

「
如
来
現
相
品
第
二
」
（
大
正
十
、
二
六
下
）

如
来
一
音
無
有
量
能
演
契
経
深
大
海

チ
ペ
ッ
ト
訳
H

華
厳
経
j

「
二
、
如
来
品
」
(P.
2
5
,
 Yi 7
3
b
7
-
8
)
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[
―
音
か
ら
海
の
よ
う
な
果
て
し
〔
な
い
〕
契
経
を
も
、
仏
は
教
示
さ
れ
た
0

]
 

こ
の
一
音
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
g
s
u
n
d
b
y
a
n
の
正
確
な
還
元
は
で
き
な
い
が
、
決
し
て



他
論
他
者
の
著
わ
し
た
論
。
他
者
の
力
に

よ
る
経
の
解
説
。

文
・
義
の
二
持
文
持
は
経
で
あ
れ
論
で
あ

れ
、
広
く
読
ん
で
仏
意
を
把
持
す
る
力
。
義

持
は
論
の
助
け
を
か
り
ず
に
、
経
中
の
仏
意

を
た
だ
ち
に
把
持
す
る
力
。

総

持

普

通

dhiirani
(
陀
羅
尼
）
の
異
訳
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に

d
h
a
r
a
n
i
形
式
の

文
言
で
は
な
く
、
内
容
の
濃
い
要
旨
を
述
べ

た
短
文
の
論
書
を
意
味
す
る
。
「
起
信
論
」
で

は
廻
向
の
低
で
も
「
総
持
し
て
説
き
た
り
」
と

い
う
。

①
自
11
亦
【
続
】

※
金
陵
刻
経
版
の
『
起
信
論
會

謁
』
の
梁
訳
本
文
も
同
様
。

②
〔
論
〕
ー
【
大
】

解
者
。

取
る
者
も
有
り
。

う
。
此
れ
文
持
有
り
て
義
持
無
き
が
故
な
り
。

論
得
解
経
意
。
故
云
無
自
心
力
也
。

る
者
有
り

或
有
衆
生
無
自
心
力
。
因
於
廣
論

或
い
は
衆
生
の
自
心
の
力
無
け
れ
ば
、
広
論
に
因
り
て
解
を
得

無
文
持
也
。

り゚ ニ
に
は
、
亦
た
自
力
を
以
て
略
経
の
文
を
尋
ね
て
能
く
経
意
を
解
す

者。

者
有
り
、

持。

す。

須
他
論
。
故
云
自
力
。
即
具
文
義

後
廣
略
二
論
。

若
如
来
滅
後
。
或
有
衆
生
能
以
自

力
廣
聞
而
取
解
者
。

初
自
力
廣
聞
経
。
得
解
佛
意
。
不

或
有
衆
生
亦
以
自
力
少
聞
而
多
解

二
亦
以
自
力
尋
略
経
文
。
而
能
解

経
意
。
故
亦
不
須
他
論
。
此
有
義
持

而
得
解
者
。

三
但
依
経
文
不
能
解
意
。
因
他
廣

此
有
文
持
無
義
持
故
。

①

②

 

自
有
衆
生
復
以
廣
論
文
多
為
煩
゜

＊
 

心
架
練
持
少
文
而
揖
多
義
。
能
取

二
論
な
り
。

如
来
の
滅
後
の
若
き
は
、
或
い
は
衆
生
の
能
く
自
力
を
以
て
広

く
聞
き
て
解
を
取
る
者
有
り
、

初
に
は
、
自
力
に
し
て
広
く
経
を
聞
き
て
仏
意
を
解
す
る
を
得
。

*

*

（

一

）

他
論
を
須
い
ざ
る
が
故
に
自
力
と
云
う
。
即
ち
文
・
義
の
二
持
を
具

る
が
故
に
、
亦
た
他
論
を
須
い
ず
。
此
れ
義
持
有
り
て
文
持
無
き
な

三
に
は
、
但
だ
経
文
に
依
る
の
み
に
て
は
意
を
解
す
る
能
わ
ず
、
他

の
広
論
に
因
り
て
経
意
を
解
す
る
を
得
る
が
故
に
自
心
の
力
無
し
と
云

自
ら
衆
生
の
復
た
広
論
の
文
の
多
き
を
以
て
煩
と
為
し
、
心
に

ね
が

総
持
の
少
文
に
し
て
多
義
を
摂
す
る
も
の
を
楽
い
て
能
く
解
を

或
い
は
衆
生
の
亦
た
自
力
を
以
て
少
し
く
聞
く
も
多
く
解
す
る



（四 (129
頁
の
統
き
）

唯
一
の
音
と
か
一
刹
那
の
発
音
と
い
う
意
味
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
六
十
華
厳
」
で

「
一
語
」
と
し
、
そ
れ
を
法
蔵
が
「
一
語
言
」
と
し
、
さ
ら
に
「
一
音
に
一
切
の
法
を
説
く
」

と
解
し
て
い
る
よ
う
に
、
仏
の
説
法
は
一
っ
の
言
語
で
―
つ
の
説
法
を
説
い
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
の
説
法
の
能
詮
の
言
語
表
現
の
面
だ
け
を
「
一
音
」
で
表
わ
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
さ
て
何
を
説
い
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
『
大
毘
婆

沙
論
j

、
『
維
摩
経
j

な
ど
は
、
衆
生
は
別
々
の
教
義
と
し
て
解
す
る
と
い
う
。
即
ち
そ

の
説
法
の
所
詮
の
法
は
―
つ
で
は
な
く
無
数
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
一
歩

進
め
て
、
能
詮
の
言
語
表
現
も
無
数
だ
(
-
音
に
一
切
法
を
説
く
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

法
蔵
が
「
無
量
」
「
無
有
量
」
と
訳
さ
れ
い
て
い
る
も
の
を
、
「
無
辺
」
と
チ
ベ
ッ
ト
訳

([ a
n
'
]
 a
n
t
a
)
と
一
致
す
る
直
訳
に
改
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
は
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
が
解
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

「
六
十
華
厳
』
「
菩
薩
十
住
品
第
十
こ
（
大
正
九
、
四
四
七
中
）

一
切
衆
生
語
言
法
一
言
演
説
壷
無
餘

『
八
十
華
厳
」
「
十
住
品
」
（
大
正
十
、
八
六
中
）

一
切
衆
生
語
言
法
一
言
演
説
無
不
蓋

チ
ベ
ッ
ト
訳
『
華
厳
経
」
「
二
〇
、
菩
薩
十
住
説
品
」
(P.
2
5
,
 R
i
 l
l
b
5
)
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[
す
べ
て
の
衆
生
の
あ
る
か
ぎ
り
の
言
語
が
、
一
音
の
演
説
に
よ
っ
て
演
説
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
通
り
に
〔
演
説
さ
れ
た
〕
0

]

こ
の
場
合
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
s
g
r
a
s
k
a
d
や
d
b
y
a
i
l
s
も
原
語
を
確
定
で
き
な
い
が
、
法

蔵
が
理
解
す
る
よ
う
に
、
「
一
音
」
は
「
一
言
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
っ
の
言
語

で
あ
り
、
仏
は
ー
つ
の
言
語
で
法
を
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
が
衆
生
の
用
い
る
す
べ
て
の

言
語
で
説
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
大
毘
婆
沙
論
」
の
よ
う

に
、
各
々
の
人
が
自
分
の
言
語
と
し
て
聴
開
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
さ
ら

に
徹
底
し
た
、
仏
が
一
言
語
で
全
言
語
を
説
く
と
い
う
一
音
観
の
教
証
と
す
る
。
従
っ

て
法
蔵
は
一
々
の
語
音
、
即
ち
す
べ
て
の
言
語
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
音
声
が
衆
生
界
を

窮
め
尽
く
し
て
、
し
か
も
音
韻
が
雑
乱
し
な
い
、
即
ち
別
々
の
音
が
混
じ
り
合
わ
な
い

と
い
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
『
華
厳
経
』
の
無
数
の
楼
閣
が
重
な
っ
て
混
じ
り
合
わ
な
い
と

い
う
思
想
の
、
音
声
へ
の
応
用
で
あ
る
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

(130
頁
の
補
注
）

(
-
）
こ
こ
に
見
ら
れ
る
文
持
／
義
持
と
い
う
術
語
は
、
恐
ら
く
後
に
見
え
る
総
持

(
d
h
l
i
r
a
n
i
)

や
加
持
（a
合

i
~
t
h
l
i
n
a
)

な
ど
を
利
用
し
た
、
新
造
語
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
『
仏
教
語
大
辞
典
」
に
よ
る
と
｀
文
持
は
文
献
に
よ
く
通
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

義
持
は
実
践
を
通
じ
て
仏
法
の
真
意
を
体
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
智
偲

は
法
蔵
に
前
者
を
、
義
湘
に
後
者
を
称
号
と
し
て
与
え
た
と
い
う
伝
承
を
高
麗
体
元

「
白
華
道
場
発
願
文
略
解
J(
韓
全
六
、
五
七
0
下
）
が
伝
え
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
箇
所
に
見
え
る
よ
う
に
、
法
蔵
は
自
身
が
「
文
持
」
で
あ
る
な
ど
と
は
考
え

て
お
ら
ず
、
こ
の
『
略
解
j

の
成
立
が
高
麗
致
和
元
(
-
三
二
八
）
年
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
併
せ
考
え
て
み
る
と
、
恐
ら
く
こ
の
『
義
記
j

等
に
現
わ
れ
た
「
文
持
／
義
持
」
と
い
う

概
念
を
利
用
し
て
、
華
厳
教
学
の
祖
師
達
を
宣
楊
し
よ
う
と
創
ら
れ
た
伝
説
で
は
な
か

ろ
う
か
。



①
〔
四
〕
ー
【
聴
】

9
.
 

②
唯
11
雖
【
慶
】

③
〔
二
〕
ー
【
聴
】

④
旨
11
意
【
高
、
慶
、
続
】

⑤
廣
11
深
【
聴
】

如
是
此
論
文
句
雖
少
。
普
掻
一
切
大

c

*

 

乗
経
論
旨
。
故
云
穂
揖
如
来
廣
大
等
。

如
理
智
境
故
云
深
也
。
如
量
智
境
故
云

R
 

廣
也
。
深
廣
無
際
故
云
無
邊
也
。

法
無
邊
雑
故
。
應
説
此
論
。

＊
 

如
是
此
論
為
欲
線
揮
如
来
廣
大
深

此
論
下
。
封
此
劣
根
。
明
教
之
興
。

此
文
有
二
。
初
緋
根
劣
。
二
如
是

り
。
深
広
無
際
な
る
が
故
に
無
辺
と
云
う
な
り
。

豊
之
論
。
深
解
佛
経
所
説
之
旨
。
故

＊
 

言
心
築
線
持
而
振
多
義
。
此
無
文
義

四
に
は
、
此
の
人
繁
文
に
耐
え
ず
、
唯
だ
文
約
に
し
て
義
豊
か
な

る
の
論
に
依
り
て
、
深
く
仏
経
所
説
の
旨
を
解
す
。
故
に
心
に
総
持

に
し
て
多
義
を
摂
す
る
も
の
を
楽
う
と
云
う
。
此
れ
文
・
義
の
二
持

此
の
文
に
二
有
り
。
初
に
根
の
劣
な
る
こ
と
を
弁
じ
、
二
に
「
是
の

如
く
な
れ
ば
、
此
の
論
」
よ
り
下
に
、
此
の
劣
根
に
対
し
て
教
の
興
る

是
の
如
く
な
れ
ば
、
此
の
論
は
如
来
の
広
大
深
法
の
無
辺
の
義
を
総

摂
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
な
り
。
故
に
応
に
此
の
論
を
説
く
べ
し
。

是
の
如
く
、
此
の
論
は
文
句
少
な
り
と
雖
も
、
出
L
く
一
切
の
大
乗

経
論
の
旨
を
摂
す
る
が
故
に
総
摂
如
来
広
大
等
と
云
う
。
如
理
智
の
境

な
る
が
故
に
深
と
云
う
な
り
。
如
量
智
の
境
な
る
が
故
に
広
と
云
う
な

こ
と
を
明
か
す
。

ニ
持
。

無
し
。

四
此
人
不
耐
繁
文
。
唯
依
文
約
義

ニ
四



（
一
）
如
理
智
と
如
量
智
の
原
語
は
yathiivadbhivikati
(
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
こ
と
）
と

ylivadbhivikati (
あ
る
か
ぎ
り
に
あ
る
こ
と
）
で
、
本
来
は
、
智
即
ち
能
知
の
側
で
は

な
く
、
実
在
即
ち
所
知
の
在
り
方
を
示
す
語
で
あ
り
、
『
解
深
密
経
j

の
「
分
別
瑠
伽
品
」

や
『
喩
伽
師
地
論
』
巻
第
三
十
六
「
菩
薩
地
真
実
義
品
」
（
大
正
三
十
、
四
八
六
中
）
、
巻
第

四
十
三
「
菩
薩
地
慧
品
」
（
大
正
三
十
、
五
二
九
上
）
、
巻
第
七
十
四
「
摂
決
択
分
」
（
大
正

三
十
、
五
二
九
上
）
、
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
帰
敬
偶
な
ど
、
唯
識
の
論
書
に
多
く
見
ら

れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
「
真
実
義
品
」
の
説
明
が
比
較
的
詳
し
い
。

真
実
在
は
何
か
。
要
略
す
れ
ば
、
諸
法
が
あ
る
が
ま
ま
に
実
現
さ
れ
て
い
る
状
態

に
関
し
て
諸
法
の
如
実
性
が
、
ま
た
諸
法
が
あ
る
か
ぎ
り
に
実
現
さ
れ
て
い
る
状

態
に
関
し
て
遍
〔
在
〕
性
で
あ
る
も
の
〔
、
そ
れ
が
真
実
在
で
あ
る
〕

0

（
U

W
o
g
i
h
a
r
a
,
 ed., B
h
o
d
h
ぽ
ttvabhumi,
T
o
k
y
o
,
 S
a
n
k
i
b
o
 B
u
d
d
h
i
s
t
 B
o
o
k
 Store, 

1
9
7
1
,
 p
.
3
7
)
 

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
重
要
視
し
た
の
は
『
宝
性
論
』
で
あ
る
。
同
論
で
は
三
宝
の
中
の
僧

宝
で
あ
る
菩
薩
が
他
の
修
行
者
と
異
な
り
三
宝
の
ー
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
は
、
菩
薩
の

知
見
が
こ
の
二
つ
の
状
態
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
今
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の

p
.
1
4
-
1
5
の
中
の
長
行
に
よ
っ
て
各
お
の
を
示
す
。

yathiivadbhiivikatii k
r
t
s
n
a
s
y
a
 p
u
d
g
a
l
a
d
h
a
n
n
i
i
k
h
y
a
s
y
a
 j
a
g
a
t
o
 yathiivan ,
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a
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a
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y
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a
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a
v
a
g
a
m
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『
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a
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i
i
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a
 

cittasyiidiqllyanirodhada~aniicca 

tadupaklesasya /
 

[
も
の
が
あ
る
が
ま
ま
に
実
現
さ
れ
て
い
る
状
態
は
、
我
と
法
と
い
う
す
べ
て
の

世
人
の
無
我
の
究
極
を
あ
り
の
ま
ま
に
さ
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
知
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
さ
と
り
は
絶
対
に
始
め
か
ら
本
性
寂
静
で
あ
る
の
で
、

人
と
法
と
が
消
滅
し
な
い
と
い
う
仕
方
で
、
要
約
す
れ
ば
二
種
の
原
因
か
ら
生
ず

る
。
（
一
）
心
の
本
性
の
明
浄
性
の
〔
知
〕
見
と
、
（
二
）
そ
れ
の
汚
れ

(upklemt)

が
始
め
か
ら
滅
尽
し
消
減
し
て
い
る
こ
と
の
〔
知
〕
見
か
ら
〔
生
ず
る
〕
の
で
あ

る
o
]

yilvadbhiivikatii s
a
r
v
a
j
n
e
y
a
v
a
s
t
u
p
a
r
y
a
n
t
a
g
a
t
a
y
i
i
 lokottarayi prajiiayi 
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s
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r
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t
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『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
二
）

二
五
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 sarvatatragarthena dhannadhiituprativedhiit /
 

[
あ
る
か
ぎ
り
の
も
の
に
実
現
さ
れ
て
い
る
状
態
は
す
べ
て
の
所
知
の
事
物
の
果

て
に
ま
で
及
ぶ
、
出
世
間
の
智
慧
（
般
若
）
に
よ
っ
て
畜
生
に
至
る
ま
で
の
一
切

の
衆
生
に
お
い
て
如
来
蔵
が
あ
る
こ
と
を
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

〔
知
〕
見
は
ま
さ
に
菩
薩
の
最
初
の
菩
薩
地
に
お
い
て
生
ず
る
。
一
切
処
に
遍
在

す
る

(sarvatraga)

と
い
う
意
味
で
法
界
を
洞
察
す
る
か
ら
で
あ
る
o
]

如
理
智
、
如
量
智
と
い
う
術
語
は
真
諦
が
用
い
始
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
仏

性
論
」
で
は
、
如
理
修
、
如
量
修
と
い
う
の
で
、

'b
臣
<i
百
5
を
存
在
(bhiiva)
で
な
く

修
習
(bhiivanii)
の
意
味
の
派
生
語
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
勒
那
摩
提
の
『
宝
性

論
』
の
漢
訳
も
同
じ
く
如
実
修
行
、
遍
修
行
と
解
す
。
大
正
三
一
、
八
二
五
上
）
。
こ
の

よ
う
に
「
実
在
」
で
な
く
「
実
在
の
実
現
の
修
習
」
を
意
味
す
る
と
解
釈
し
た
こ
と
か
ら
、

実
在
の
智
を
意
味
す
る
概
念
と
理
解
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
真
諦
は

『
摂
論
釈
』
（
大
正
三
一
、
ニ
―
七
中
）
に
お
い
て
「
真
知
を
縁
ず
る
は
即
ち
如
理
智
」
、

「
有
為
、
無
為
及
び
名
等
の
五
の
摂
と
な
り
、
若
し
此
の
法
を
知
れ
ば
、
即
ち
如
量
智

な
り
」
と
す
る
。

こ
こ
で
法
蔵
が
「
広
大
深
法
」
の
「
深
」
を
如
理
智
、
「
広
」
を
如
量
智
と
し
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
「
あ
る
が
ま
ま
の
あ
り
方
」
こ
そ
甚
深
な
実
相
で
あ
り
、
「
あ
る
か
ぎ
り
の
あ

り
方
」
、
遍
在
を
「
広
」
と
と
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
彼
は
さ
ら
に
、
帰
敬
偶
の
中
の
仏

の
徳
の
一
っ
、
「
遍
知
」
を
如
理
智
と
如
量
智
と
の
二
種
か
ら
な
る
と
し
、
如
理
智
即
ち

「
真
知
は
遍
く
真
如
門
の
恒
沙
の
功
徳
等
を
知
る
」
知
と
し
、
如
量
智
で
あ
る
「
俗
知
は

遍
く
心
生
滅
門
の
縁
起
の
差
別
等
を
知
る
」
知
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
こ
の
よ
う
に
法

蔵
は
、
こ
の
二
智
を
菩
薩
の
知
で
な
く
仏
智
と
理
解
す
る
。
彼
が
根
本
智
と
後
得
清
浄

世
闘
智
を
念
頭
に
お
い
て
こ
の
二
智
を
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
真
知
と
俗
知
と
言
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
が
、
さ
ら
に
彼
は
こ
の
如
理
智
、
真
如
根
本
智
よ
り
も
如
量

智
、
後
得
世
閏
智
の
方
が
根
本
的
な
無
明
の
滅
で
あ
る
こ
と
を
、
『
起
信
論
』
に
随
い
つ

つ
も
、
自
覚
的
に
次
の
よ
う
に
明
確
に
し
て
い
る
。

薗
の
中
に
、
初
に
惑
障
、
後
に
智
障
有
り
。
薗
の
中
に
、
「
染
心
」
と
言
う
は
六
染

心
な
り
。
「
能
く
真
如
根
本
智
を
障
う
」
と
は
、
そ
の
磯
の
義
を
顕
わ
す
。
謂
＜
照

寂
の
妙
慧
、
如
理
の
智
を
「
根
本
智
」
と
名
づ
く
。
即
ち
上
の
文
の
智
浄
相
な
り
。

染
・
心
誼
動
し
て
此
の
寂
静
に
違
す
る
が
故
に
、
染
心
を
名
づ
け
て
「
煩
悩
蓋
」
と
為

す
。
煩
動
じ
悩
動
ず
る
を
以
て
の
故
な
り
。
今
は
此
れ
且
く
本
末
相
依
門
に
依



る
。
所
起
の
染
心
を
以
て
「
煩
悩
疑
」
と
為
し
、
能
く
染
心
を
起
こ
す
所
の
無
明
を

「
智
擬
」
と
為
す
。
人
法
の
二
執
に
約
し
て
以
て
二
厩
を
明
か
す
に
は
あ
ら
ず
。

「
無
明
」
と
言
う
は
、
根
本
無
明
な
り
。
「
能
く
世
間
の
業
智
を
障
う
」
と
は
、
其
の

擬
の
義
を
顕
わ
す
。
謂
く
後
得
如
量
智
に
し
て
、
即
ち
上
の
不
思
議
業
用
な
り
。

無
明
昏
迷
し
て
分
別
す
る
所
無
く
、
此
の
智
用
に
違
す
る
を
以
て
、
名
づ
け
て

「
智
擬
」
と
為
す
。
所
障
に
従
い
て
名
を
得
る
な
り
。
（
大
正
四
四
、
二
六
八
中
＼

下）

今
、
表
示
す
れ
ば
、

如
理
智
1
1
真
如
根
本
智
1
1
智
浄
相
↑
↓
染
｀
心
、
煩
悩
障

如
量
智
1
1
世
間
自
然
業
智
11
不
思
議
業
相

1無
明
、
所
知
障

そ
れ
は
「
如
実
空
」
だ
け
で
な
く
、
「
如
実
不
空
」
と
い
う
面
で
空
で
な
い
仏
性
を
説
く
如

来
蔵
思
想
の
積
極
的
意
味
を
認
め
る
こ
と
と
同
じ
思
想
の
必
然
的
展
開
で
あ
る
。

二
六




